
文部科学省総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習・安全課 

２０２０年度「障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」参画事業 

 

 

 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会 

—あらゆる人に生涯音楽プロジェクト— 

MUSIC with LIFE for ALL PROJECT 

M L A P 
（ムラップ） 

 

２０１８年度～２０２０年度 

障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための 

超参加型の音楽活動を軸とした実践研究 

 



 

＜MLAP の生涯学習としての意義＞ 

 

・ MLAPは誰もが参加できる 

音楽イベントを開くことで、 

自尊心の向上や精神的な安定を得ながら

自立や自律に繋がり、 

参加してくださったみなさんの 

心と心をつないで 

豊かな地域生活を送ることが 

できるようになる効果をねらいとした 

生涯学習プログラムです。 

♪ 

・ MLAPは、音楽体験を通して 

障がいのある人が社会参加できる 

機会を増やすこと、 

また地域住民みんなが 

一緒に音楽活動をすることによる 

障がいへの理解を含めた共生社会、 

そのように、 

みんなが共に歩むことができる 

社会の実現への力になると考えます。 



＜３年間のMLAPの目標＞ 
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超参加型音楽イベント 

年齢・性別・国籍・障がいの

有無などに関わらず、 

地域住民の誰もが参加できる 

—あらゆる人に生涯音楽プロジェクト— 

MLAP Music with Life for All Project 

♪ 

障がいのある人の生涯学習プログラムの開発のために、 

MLAPでは１１の活動を組織的に実施しています 

障がいがある 

小 6までの児童の 

グループ音楽遊び 

ビートン 

保護者対象の

音楽体験 

 

障がいがある 

中学生以上の人の 

小グループ音楽療法 

ノートン 

ビートン 

 

障がいがある 

個人を対象とした 

音楽療法＜ほっぷ！＞

＞ 

ビートン 

 

音楽療法士を中心

とした勉強会

LINKS 

 

ボランティア

養成講座 

 

視察 

 

ワークショップ 

 

シンポジウム 

 

MLAP動画 

 



 

 

・MLAPが超参加型音楽活動を手段とする理由は音楽の柔軟性を利用することで、個人で 

 も集団でも、CLOSEDでもOPENでも、能動的でも受動的でも、身体と五感を使った

あくまで本人主体のあらゆる参加方法が可能になるからです。 

・MLAPの特性を生かし、人とのふれあいを楽しみながら、本人の障がいニーズに合わせ

たコミュニケーション力を音楽経験によっていつの間にか学習することができます。 

・MLAPは、よく訓練されたMLAPPERS（ムラッパーズ）によって展開されます。 

 

例えば。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜MLAPのパンフレットより＞ 
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超参加型音楽活動MLAPで実施している活動内容は、主に 

・歌唱、声の活動 

・楽器活動 

・身体を使った活動 

・鑑賞 

この４つで、対象者や、実施時間、場所などに合わせて、単独で実施したり、組み合わせ

たプログラムを計画し、実施しています。 

 

＜MLAPの構造＞ 

          
♪MLAPの活動の中心にあるのは、MLAPPIES（参加者）です。MLAPPIESが安心して超参加できる 

音楽環境を整えるのがMLAPPERS（音楽リーダー）で、このプロジェクトにおいては、音楽療法士がその

役割を担いました。               

                       ５ 

MLAP  



 

 

 

人と繫がる、人と人との距離を縮めるために、むしろ「密」を奨励していたMLAPの活

動は「３つの密」を避けなければならないコロナ禍の状況では、ほぼ実施ができなかった

ことから、2020 年度は MLAP の動画を作成して配信しました。いかなる環境の変化に

おいても、フォームを変えながらMLAPを実施していける理由のひとつとしては、柔軟性

という特徴がある「音楽」をセンターに置いている活動であるから、といえます。 

この動画の配信は、「リアル」にこだわっていた超参加型音楽活動MLAPの広がり阻止

するものでは決してなくて、むしろ、MLAPのパラダイムに近づくための視点の広がりで

あると捉えました。 

 

 

     

オーシャンゼリゼ            たいこづくり 

https://youtu.be/uzWhHp9Gf4o   https://youtu.be/wa_gAYDOzuU 

 

 

 

    

【手話ソング】糸           ぼちぼちいこか 

https://youtu.be/7lvIWApUWVY  https://youtu.be/sxgRaMz75cM 

 

 

 

 

６ 

MLAP  

https://youtu.be/uzWhHp9Gf4o
https://youtu.be/wa_gAYDOzuU
https://youtu.be/7lvIWApUWVY
https://youtu.be/sxgRaMz75cM


 

    

 

 

 

 

【手話ソング】花は咲く        楽器なしでも楽しめる【拍手回し】 

https://youtu.be/LjlEEjUCXmI    https://youtu.be/7yORZzoifKs 

 

 

手話ソング【ハピネス】         手話ソング【ありがとうの花】 

https://youtu.be/Tm3PlEJztwE  https://youtu.be/QRXu9M1O-R0  

 

他にも様々な動画をアップ中です。是非、「福岡市手をつなぐ育成会保護者会」のホームペ

ージをお尋ねください♪ 
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多様なMLAP  

生涯学習として、余暇活動として、職

場やスタッフ、また地域社会のコミュ

ニティーの活性化に、対象者を問わず

に、MLAP の超参加型音楽イベント

は活用できると考えています。リアル

MLAP では、MLAPPERS が出向く

事も可能ですし、 

 

MLAPPERS が主催の超参加型音楽イ

ベントを実施する事も可能です。加え

て、動画というオプションを手に入れ

たMLAPは、いつでもどこでも誰とで

も、そこがMLAPの「場」になります。 

 

 
共生社会

リアルオン
ライン

https://youtu.be/LjlEEjUCXmI
https://youtu.be/7yORZzoifKs
https://youtu.be/Tm3PlEJztwE 
https://youtu.be/QRXu9M1O-R0 


 

 

 

 

 私は、本実践研究事業の主催者であり、重度の知的障がいのある息子の母でもあります。

障がいのある人が幸せに暮らしてほしい、みんなが楽しく暮らせる社会であってほしい 

と日頃から切実に願って活動をしています。 

 そのために、3 年前、文部科学省の「学校卒業後の障害者の生涯学習の支援に関する実

践研究事業」に公募したのには３つの理由がありました。 

第一に、当時福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課 牟田智佳課長（現 福岡市博多

区保健福祉センター福祉・介護保険課長）からこの実践研究事業の公募について声をかけ

ていただいたことです。 

第二に、学齢期は文部科学省、卒業後は厚生労働省という、いわゆる「18歳の壁」とい

うものを感じていましたので、この事業では障がい者のライフステージに沿った切れ目の

ない支援体制について文部科学省が取り組むんだ！と、期待をとても持ったからです。 

第三に、当会では 20 年ほど前から音楽療法士の米倉裕子先生のご協力により、音楽療

法を軸とした「音楽あそび」という活動を行っており、この活動のコンセプトと公募のコ

ンセプトが一致していたからです。 

米倉先生の音楽療法は、だれでも参加でき、参加する人の参加の仕方・楽しみ方が尊重

されて、マイナスの評価がない、その空間から自然とコミュニケーションを学ぶことがで

きる、というとても心地良いものです。 

この研究事業を実践すれば「音楽療法を気軽に継続して参加したいので身近な場所で開

催してほしい」という声に応えられようになるのではないか、「この活動が広がって、定着

すれば、だれもが楽しい共生社会が実現する！」とわくわくして、米倉先生と妄想を膨ら

ませて話したことを思い出します。 

以上のことから、申請締め切りまでに 1週間ほどという時期に無謀にも手を挙げていま

した。 

いざ、計画書の作成を始めると実践研究の内容は米倉先生と相談しながら計画できまし

たが、当会の関係者だけではなく、活動を広めるためや活動のエビデンスを示すために連

携協議会委員の就任をお願いしなければいけない、という大きなハードルがありました。 

障がいのあるご本人、教育委員会関係者、障がい部関係者、特別支援学校長、大学の福

祉学科の教授、福祉事業所関係者、社会福祉協議会関係者、障がい者フレンドホーム関係

者と多様な部署のスペシャリストのみなさまにお願いを申し上げ、快くお引き受けいただ

き、締め切り日に文部科学省へ駈け込んで、ぎりぎり企画書を提出することができました。 

８ 

3年間学校卒業後における障害者の学びの支援に関する 

実践研究事業に取り組んで 

                             下山 いわ子 



 

おかげさまで受諾され、3年間も研究事業に取り組むことができました。 

本事業の実践は、当会で行っていた clauseな音楽遊びから、地域の方たちを含む open

な実践へ広がり、MLAPPERS育成を念頭にボランティア養成講座も行いました。 

成果評価は、シンポジウムやワークショップ、報告会や連携協議会において、実践成果

のエビデンスを明らかにして成果分析・評価を行いました。 

成果のエビデンスを定量的に示すことは、「楽しかった」という気持ちを数値的に表すた

めに、「アンケートの選択肢を絵にする」「手を挙げる」「花をかごに入れる」など工夫をし

て数値化しました。ただ、知的障がいのある人たちは、「楽しかった？」と質問すると「楽

しかった」と返事することも多いことが課題となり、次に笑顔や周りとのコミュニケーシ

ョンをとった回数などの記録を米倉先生や音楽療法士の会の LINKS メンバーの方たちが

試みてくださいました。しかしながら、MLAPのコンセプトに「その人なりの参加の仕方

を尊重する」があり、たとえ笑顔でなくても「楽しい」と感じている人や輪に入っていな

くても「楽しい」と感じている人がいることを数値化することも困難でした。 

そのような中から「次も参加したい」を中心に成果とみて、米倉先生を中心に連携協議

会の中でエビデンスを数値化し、MLAPの成果を確認してきました。 

1，2年目は、当会独自では試みることがなかった教会での実践や、重症心身障がいや視

覚障がい、聴覚障がいの方たちとのかかわりもできました。 

3年目の今年度は、実践をさらに回数を重ね、MLAP実践拡大促進、連携モデルの構築

を目指そう！と意気込んでいましたが、コロナ感染拡大により予定したことが全くできな

くなりました。 

社会情勢の中では動画配信やオンライン研修等の広がりもありましたが、MLAPは、人

とかかわりあいながら、自然にコミュニケーション力を育んだり、知り合うことが軸でし

たので、触れ合うことができない動画配信に意義があるのか、連携協議会でも LINKS メ

ンバーでも協議しました。その結果、今、できることをやってみよう！、動画配信やオン

ラインで発信してみようと決定しました。 

連携協議会委員に新しくオンライン担当者に加わってもらい、LINKSメンバーのみなさ

んがプログラムを録画してくださり、動画配信を実施でき、現況のような事態でもつなが

れることや楽しさを提供できる新しい形を加えることができました。動画を活用したプロ

グラムの活用の提案や希望もあり、活動の幅が広がったのです。 

 

参加者から以下のような変容や感想があっています。 

Bさん（重度の知的な障がいのある）：最初は、参加者の立場でしたが、体験を重ねると「ボ

ランティアをしたい」と音楽療法士の見守る中、ボランティア活動に参加し始めた。 

Cさん：知的な障がいがあり、急二視覚機能が低下し、生活にも活気がなくなり、車いす 

                  ９ 



 

を使用するまでに至っていましたが、MLAPに参加すると、自らたち上がり、楽器を鳴ら

したり、歌われたりされ、最後は、「楽しい」と号泣された。 

Dさん（視覚障がいのある）：継続して参加されました。1回目は「なぜ参加しないといけ

ないのか」と不満げだったのが 2回目は顔を上げて参加され、3回目は「楽しい！次はい

つ？」と手話で話しかけてくださった。 

E さん（知的な障がいのある）：福祉事業所で MLAP を体験後、地域での MLAP 体験会

があると知り、自ら場所や交通機関を調べて、実際に参加され、生き生きと活動された。 

Fさん（知的な障がいがある）：個人を対象とした音楽療法を経て、小さなグループを体験

し、地域住民との活動へと広がっていった。 

障がい者福祉事業所の職員：MLAPの活動で生き生きとした利用者のみなさんの様子を見

て、支援の仕方を再考した。 

高齢者事業所の職員：障がい者だけではなく、高齢者もとても楽しめた。楽しそうな利用

者のみなさんの様子を見てうれしくなった。 

学生ボランティア：最初は、正直に言って障がい者が怖かった。でも、一緒に参加してい

くうちに、僕とかわらないんだ、と気づいて、一緒にいて楽しかった。 

地域の参加者：障がいのある人と一緒に楽しめるのか、と思っていたけれど、障がい者と

か関係なく、楽しかったよ。 

保護者：いつも “ご迷惑をおかけして申し訳ありません”と言いながら肩身の狭い思いで

行事に参加しているけれど、MLAPは、気兼ねなく参加できて楽しく、楽しい中に、人と

のかかわりかたを学ぶ機会にもなっている。今は、親が車で連れて行けるので、どうにか

参加できている。もっと身近なところで開催してもらえると、継続して参加できるのに。 

保護者向けのリラックスプログラム：「気持ちよくて寝ちゃった」「おとなには、おとなの

音楽遊びがあるんだ、と知った」 

動画配信プログラム：のりのりで一緒にやっていてびっくりした。 

 みなさんのうれしい感想で力をもらい、次へ、次へと楽しく３年間進むことができたん

だと思います。 

3年間の MLAP 実践研究をとおして、MLAP の楽しい！という体験は障がいのある人

にとっても、地域住民の方たちにとっても自尊心の向上や精神的な安定を得ることができ、

障がいのある人に社会参加の機会やコミュニケーションを学ぶ機会となり、地域住民のみ

なさんには障がい理解を広めるという成果を実感しています。 

３年間の研究事業終了を前に、MLAPの種をまいておきながら「次も参加したい」とい

う声をそのままにできない、と強く思うようになりました。「気軽に継続して参加できるよ

うに身近な場所で開催して。」「次回も参加したい」という声に応えたいです。 

連携協議会委員のみなさんもこの気持ちに共感してくださいました。 

                  １０ 



 

本事業に取り組めたおかげでMLAP が生まれました。 

MLAP には、すばらしいプログラムがあります。 

MLAP にはいつでも笑顔で MLAP プログラムを実践して下さる米倉先生をはじめ

LINKSメンバーの方がいます。 

MLAP には３年間も一緒に取り組んできてくださった連携協議会委員の方たちがいま

す。「MLAP には意義がある！これからも協力するよ」という心強い応援をしてください

ます。 

MLAP には「うちの地域に来てよ！」と声をかけてくださる地域住民の方や、何より

「次はいつ？」と聞いてくださる障がいのあるご本人たちがいます。 

MLAP を次のステップにつなぎたい！と思います。 

 

最後になりましたが、３年間も本事業に取り組むことができ、「ムラップ」が自然使われ

るようになり、「MLAP をこれからも続けてほしい」と言ってもらえるまでになれたこと

は、本事業の実践を一手に受けて下さった米倉先生、LINKSメンバーのみなさん、業務ご

多用の中、ご協力・応援してくださった連携協議会委員のみなさま、実践の場を提供して

いただきましたみなさま、ご経験や知識を提供してくださった講師のみなさま、そして

MLAPにご参加してくださったみなさま、親身に丁寧に相談にのってくださった文部科学

省の担当の方、みなさまに心から感謝申し上げます。 

本当に有難うございました      

 

MLAPの活動の始まりと終わりの挨拶は「むらっぷぅ！」です♪ 

いつか、どこかで、MLAP でお会いできますように♪ 
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むらっぷぅ♪ ＼(^o^)／ 
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音楽が人に える  

精神的

身体的 社会的

音楽

認知的

    が利用している音楽活動の特徴

 個人でも集団でも実施可能

 能動的活動でも受動的活動でも実施が可能

       でも    でも実施が可能

 参加者のニーズに合わせた活動内容や選 が可能

超参加型音楽活動    

どんな活動をして

いるの？

      

     
    

                          

 ただ、いっし にじかんをすごすだけでもかまいません 

それ れのすきなたのしみかたでさんかしてみませんか？

療法的音楽活動をとりいれた    の特徴

 参加者の自由意 に づいている

 楽 、 、言 の有無は関係ない

  理的、指示的ではほとんどない

  成の状況や他人との  で評価しない

MLAP(ムラップ）Music with Life for All Project 

あらゆる人に生涯音楽プロジェクト 

オンライン 実践報告会 

-お互いを尊重し合える共生社会を願ってMLAPが かけはしに！- 

２０２１・２・７ 

MLAPコーディネーター 米倉裕子 
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障がいのあるなしにかかわらず
みんなが

自分自身とお互いを
尊重しあえる社会

              

 参加型の音楽活動に参加することは、障がいのある人も障がい
のない人も楽しみながら生涯学び、自立（自律）し、豊かな心
を育み、みんなが自分自身とお互いいを尊重し合う、共生社会
につながると考えています

      
   
     

      

                               
                

    



 

MLAP(ムラップ）Music with Life for All Project 

あらゆる人に生涯音楽プロジェクト 

オンライン 実践報告会 

-お互いを尊重し合える共生社会を願ってMLAPが かけはしに！- 

２０２１・２・７ 

MLAPコーディネーター 米倉裕子 

 

＜はじめに＞ 

 

みなさん、こんにちは。あらゆる人に生涯音楽プロジェクトMLAPのコーディネーターの音楽療法士、米

倉裕子です。 

まずは、この３年間、文部科学省による「学校卒業後における障がい者の学びの支援に関する実践研究事

業」の委託事業のプロジェクトが続けられた事への感謝の気持ちを、文部科学省の関係者の皆様、福岡市手

をつなぐ育成会関係者の皆様、福岡市手をつなぐ育成会保護者会関係者の皆様、特に下山いわこ会長、MLAP

連携委員会の委員の皆様、博多音楽療法コミュニティ LINKSの皆様、MLAPの活動に参加してくださった

皆様、ボランティアメンバーの皆様、等々、MLAPの活動を支えてくださったすべての皆様に心よりお礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございました。皆様の温かいサポートに支えられて、この度、３回目

の報告会で報告させていただける事になりました。このような機会をいただけましたことを、感謝いたしま

す。 

わたくしは、本日は、福岡市手をつなぐ育成会保護者会からの報告、「MLAP あらゆる人に生涯音楽プロ

ジェクト、実践報告会、お互いを尊重し合える共生社会を願ってMLAPがかけはしに！」を担当させていた

だきます。どう 、よろしくお願いいたします。 

 

 

＜MLAPとは＞ 

 

まず、MLAPとは、Music with Life for All Projectの頭文 で、わたしたちが実施しております超参加

型音楽活動を、多くの人に親しみを持ってもらおうと名付けたあだ名のようなものです。「Music with Life 

for All Project なんて、難しいわ」、とおっしゃる皆さまのためには、このような覚え方もあります。それ

は、 

むりなく 

らくに、たのしく 

つづけられる 

プログラム 
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で、むらっぷです。 

MLAPが初めて聞く言 だという皆さまには、今日は是非「むらっぷ」を覚えて帰っていただきたいと思

っています。わたしたちは、MLAPの活動では、いつも挨拶代わりに「むらっぷう！」と言っています。通

常であれば、会場の皆さまと一緒に「むらっぷう！」コールをするのですが、今日はモニターの前にいらっ

しゃる皆さまが言ってくださると信じて、声をそろえて言ってみたいと思います。「むらっぷう！」ありがと

うございます！ 

 

 

＜MLAPはなぜ「音楽」なのか＞ 

 

皆さまは、「音楽」はお好きでし うか？まず、MLAPは「なぜ音楽なのか」というところから、音楽が人

に える  についてお話をさせていただきたいと思います。 

音楽の持つ人間への  力は、とてもパワフルです。先行研究によりますと、音楽は、人間に対して、認

知的、精神的、身体的、また社会的に  を えるとされています。わたしたちは、日々の生活の中で、意

識的に、もしくは無意識に音楽による刺激を取り入れながら、暮らしていると考えられています。 

そのような「音楽」の持つ機能において、MLAPの音楽活動を実施する際に利用している音楽の特徴とし

ては、 

・個人でも集団で実施も可能であること 

・能動的活動でも受動的活動でも実施が可能であること 

・CLOSEDでも OPENでも実施が可能であること（これには複数の意味が含まれています。例えば、参加

者について、限定された対象者なのかまたはどなたでもなのか、という意味や、または実施する環境につ

いて、閉鎖された空間で実施するのか、もしくは出入りが自由な解放された空間で実施するのか、といっ

た対 を示しています） 

・参加者のニーズに合わせた活動内容や選 が可能であること 

以上の４つが挙げられます。 

この様な、そもそもノンバーバルコミュニケーションのツールである「音楽」の柔軟性を利用することで、

参加者のダイバーシティにも対応可能な、楽しみながら人と人がつながる活動が可能になり、それが「超参

加型音楽活動MLAP」のベースになっていると考えています。 

もう少し、具体的にお話しをさせていただきますと、「音楽活動」は、一人でも楽しめるし、グループでも

楽しめる、という特徴があります。他にも、「音楽活動」には、歌ったり、楽器を触ったり、身体を動かした

りする活動に加えて、「聴く」という楽しみ方もあります。 

このように、柔軟性のある「音楽」をセンターに据えた、超参加型音楽活動MLAPだからこそ、参加者そ

れ れの参加したいスタイルで参加することを可能にすると考えています。 

例えば、ひとりで声を出したいときにその人の好きなタイミングで声を出しても全然 OKですし、また、 
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参加者全員で「せーの」で一緒に声を出しても OK、みんなが身体を動かしているときに、一緒に動いても

OKだし、違う動きでも OK。わいわいとグループ活動をしている様子を、ドアの からそっと見ている、そ

れだって「その方の居心地の良い参加の仕方であれば、OK」なのです。また、機能的に身体の自由がきかな

い方で、一見音楽に何も反応していないように見受けられたとしても、その方の心の中では、物凄い何かが

動めいているかもしれない。これこそが、「超参加型音楽活動」の「超」たるゆえんでもあり、その人なりに、

「わたくし、超参加していますけど、何か？」という事で OKなのです。これを言い換えると、「いいねえ、

君、むらっぷうだね！」ということになります。 

MLAPの活動実施中においては、参加者を活動に誘うことはあるけれども、決して支持を出すわけではな

く、「同じ空間にいる、その場にただ居て、一緒に時間を過ごすこと」、を大切にしていて、そのことが、お

互いの存在を尊重しあう空間の「場」を創造しています。この「場」はとても居心地が良くて、そしてその

環境を造っているセンターにあるのは、「音楽」なのです。 

 

 

＜超参加型音楽活動MLAPの活動の中で大切にしている特徴＞ 

 

以上のエピソードから、「音楽は対象者を選ばない」、ということ、また、「音楽は自発性を誘発するきっか

けとなり、それらすべてについて受容する」ということが言えると考えられるのですが、多種多様に存在す

る音楽療法のスタイルの中で、私が超参加型音楽活動 MLAPの活動の中で大切にしている特徴としては、 

・参加者の自由意 に づいている 

・楽 、 、言 の有無は関係ない 

・ 理的、指示的ではほとんどない 

・ 成の状況や他人との  で評価しない、 

という事が挙げられます。 

私が考える MLAP の活動のベースには、私がアメリカの大学院で専門的に学んだ音楽療法士としての考

え方があります。それは、時折「喉が渇いた馬を水辺に連れていく役目が音楽療法士であり、しかし、実際

に水を飲むのは馬自身である」という言 に置き換えられる事があります。このようなセラピューティック

なコンセプトをベースに計画、実施された、いつの間にか、自然に参加してしまっていた、「させられた感」

がない音楽活動は、参加者の安心感、解放感、それによる満足感、 成感を得やすくなり、快の経験として

記憶されると考えています。 

 

 

＜「MLAPPERS（ムラッパーズ）の存在＞ 

 

また、一方で、充実した超参加型音楽活動を実施するためには、参加者をとりまく音楽環境を専門的に且 
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つ、さりげなく、そしてインスタントに即興的に操作できる介入スキルを持った、「音楽リーダー」としての

専門家の存在が不可欠であると考えています。MLAP のプロジェクトでは、その役割の人たちのことを、

「MLAPPERS（ムラッパーズ）」と呼んでいて、よく訓練された音楽療法士が担っています。また、参加メ

ンバーのことは、「MLAPPIES（ムラッピーズ）」と呼ばせていただいています。 

 

 

＜MLAPで実施している活動内容＞ 

 

このような超参加型音楽活動MLAPで実施している活動内容は、主に 

・歌唱、声の活動 

・楽器活動 

・身体を使った活動 

・鑑賞 

この４つで、対象者や、実施時間、場所などに合わせて、単独で実施したり、組み合わせたりしたプログラ

ムを計画し、実施しています。MLAPの参加者のそれ れの個性やし好に寄り添って想定、計画された、そ

れらのプラグラムにおいて療法的音楽を体験する中で、参加メンバーMLAPPIES（ムラッピーズ）は、例え

ば、「動機付け」、「探索」、「  」、「共感」、「フィードバック」、「相互作用」、「コミュニケーション」、「自己

表現の機会」、「つながりを築くこと」といった経験をすると考えられています。その中で、特にMLAPの活

動においてフォーカスしていることは、 

・コミュニケーション 

・自己表現の機会、 

・繋がりを築くこと 

の３つで、 

MLAPPIES（ムラッピーズ）の皆さんががこれらのアウトカムをできるだけ得られるような活動内容を計画

して実施していきます。以上の事からも、人と人を繋いでいく、コミュニケーションを円滑にしていくこと

を目的とした、人との関わり方を楽しみながら学べる生涯学習プログラムとして音楽活動を活用しているの

が、MLAPの超参加型音楽活動の特徴であるといえます。 

 

 

＜MLAPの生涯学習としての意義＞ 

 

さて、ここで、超参加型音楽活動MLAPの生涯学習としての意義について改めて述べさせていただきたい

と思います。 

MLAPでは、このような楽しいという感情の中で起こる成功体験を経験することで、障がいとともにある 
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人たちの自尊心の向上や精神的な安定を得ながら、豊かな地域生活を送る事に寄 できるのではないか、ま

た、障がいとともにある人が社会参加をする機会を提供することで、 

地域住民の方たちの障がい理解を促すことになり、共生社会のコミュニティー構築をサポートできるのでは

ないかと考えています。 

以前 NHKのテレビ番組の中で、IPS細胞の研究でノーベル賞を受賞した、山中伸弥先生が、 

「学習とは、本を読むこと、と、人と出会う事」と、おっしゃっていました。MLAPは、音楽活動を楽しみ

ながらいつの間にか人と出会うことを可能にする、つまり、MLAPは、音楽を学ぶのではなく、音楽を通し

て人と人との係わり方を学習することを可能にする生涯学習プログラムになりうると考えています。 

従って、地域住民の誰でもが、それ れのスタイルでの参加を可能にする超参加型音楽活動MLAPに参加

することで見込める成果としては、「障がいとともにある人の気持ちと行動の変化」、と「障がいがない人の

気持ちと行動の変化」、この双方からの成果を見据えています。 

 

 

＜MLAPの願い＞ 

 

このような特徴を持った音楽をインターフェイスにして、MLAP が実現したいことは、「障がいのあるな

しにかかわらず、みんなが自分自身とお互いを尊重しあえる社会」です。障がいのあるなしにかかわらず、

また年齢、人種や性別問わずにコミュニティの中でみんなが共生する日々の生活の実現を、あらゆる人が様々

な角度で模索していて、そしてそこには、多くの課題や難しさがあるという現実も知りつつ、今回、私たち

は、この分け隔てをしない音楽を中核において、共生社会の実現に寄 できる何かをしたい、わたしたちの

できる音楽でやってみようと考えたのがMLAPなのです。 

 

何度もくり返しますが、「超参加型の音楽活動に参加することは、障がいのある人も障がいのない人も楽し

みながら生涯学び、自立（自律）し、豊かな心を育み、みんなが自分自身とお互いいを尊重し合う、共生社

会につながる」と考えています「儘（まま）がいい、儘（まま）でいい」。と、むらっぷのキャラクターであ

る「むらっぷう」も言っています。 

 

 

＜おわりに＞ 

 

今回のこのMLAPのプロジェクトには、本当に沢山の方々が関わってくださっていて、そのおひとりおひ

とりのおかげで、このように３年目を迎える事ができたと心から感じています。このMLAPのエネルギー

を是非これからも、可能な限り繋げていくことができたら、と心より願って、福岡市手をつなぐ育成会保護

者会、MLAPコーディネーター米倉裕子からの実践報告を終わりたいと思います。ご清聴、ありがとうご

ざいました。                 １８ 
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超参加型音楽イベント     

超参加型音楽イベント MLAP 
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２１ 

年齢、国籍、性別、障がいとともにある人も    

ない人も、みんなが自分自身とお互いを尊重  

し合って、、、楽しかったね♪ありがとう♪ 
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超参加型音楽イベント実践報告 － コミュニティー＆施設利用者対象 

平尾バプテスト教会 

「こひつじの園ランチカフェ」内のイベントとして 
 

日時：２０１８年１０月２０日（土）   時間：１３：３０～１４：００ 

場所：平尾バプテスト教会 （福岡市中央区） 

参加者：地域住民、重度心身障がい者施設利用者 など 約８０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ２名 

       ボランティア ２名（内１名 学卒の障がいとともにある本人） 

 

 



 

  

医療法人財団つばさ 行橋厚生病院 

第 4回健康フェアにおいて「音楽ひろば」を実施 
 

日時：２０１８年１１月１１日（土）   時間：１０：３０～１２：３０ 

場所：医療法人財団つばさ 行橋厚生病院 （福岡県） 

参加者：地域住民、入院患者 など 約４０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ３名 

   

 

 

社会福祉法人 恵光園 

第 39回福祉の文化祭のプログラムの１つとして実施 
 

日時：２０１８年１１月２３日（日）   時間：１２：３０～１３：００ 

場所：社会福祉法人 恵光園 （福岡県） 

参加者：地域住民、施設利用者 など 約８０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ４名 
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     練習しています♪  

福岡市立城南障がい者フレンドホーム 
ふれあい広場クリスマス会 

 

日時：２０１８年１２月８日（土）   時間：１４：２０～１４：４０ 

場所：福岡市立城南障がい者フレンドホーム併設老人福祉センター寿楽園 2 階 

大広間      （福岡市 城南区） 

参加者：地域住民、施設利用者など約８０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ２名、ボランティア ３名 
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＜＜概要＞＞ 

音楽療法士を中心とした勉強会である博多音楽療法コミュニティ LINKS の３回目の超参加型音楽イベント

「りんりんりんくす III」として始めてのふくふくホールでの実施になりました。多くの地域住民の皆さま、

多くのボランティアの方、そしてスタッフの協力で、盛大なイベントになりました。開催をクリスマスの時

期にしたことで、テーマ性もはっきりとして華やかでにぎやかな雰囲気に包まれました。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして４名の MLAPPERSと大勢のボランティアメンバ

ーを中心にして、歌唱、身体活動、楽器活動、鑑賞、のプログラムを７５分程度実施しました。ボランティ

アメンバーがのりのりで、明るい雰囲気を引き出してくれました。 

  

 

２５ 

りんりんりんくす III 
 

日時：２０18年 １2月 22日（土）  時間：１０：３０～１１：４５ 

場所：福岡市市民福祉プラザホール（福岡市 中央区） 

参加者：８０名 

ボランティア：１５名（一般１名、福岡大学・西日本短期大学学生２５名・障がい

のある本人１名・西日本短期大学和太鼓サークルメンバー４名） 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ４名 

 



 

 

 

２６ 



 

 

 

 

 

 

＜＜概要＞＞ 

当該施設において、年に１度実施している「茶話会（保護者会）」の参加者を対象に単発のイベントとして初

めて実施しました。参加者は、当該施設利用者とその保護者、当該施設スタッフ含め約４０名で、午前中に

実施された恒例行事及び昼食後に、初めてのお楽しみのイベントとしての超参加型音楽イベント MLAP の

実施でした。そして、MLAP実施後は、MLAPPERSも含め全員でお茶とお菓子を頂きながらの和やかな談

笑の時間となりました。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして２名の MLAPPERSを中心にして、歌唱、身体活

動、楽器活動、鑑賞、のプログラムを６０分程度実施しました。事前打ち合わせで伺っていた利用者が好ん

でいる音楽を中心に、一般的に馴染みがある唱歌などをアレンジしてプログラムを作成、また、ひとりひと

りにスポットをあてるプログラムを導入し、実施しました。 

 

 

 

２７ 

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定障がい福祉サービス     

   ひまわりパーク上牟田 茶話会（保護者会） 

日時：２０１９年８月３０日（金）   時間：１３：００～１４：１５ 

場所：社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定障がい福祉サービスひまわりパー

ク上牟田 デイルーム（福岡市博多区） 

参加者：施設利用者とその保護者など約４０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ２名 

 

 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

最初は緊張した様子でしたが、少しずつ和んできた様子で、特に利用者の方は全ての活動に積極的に参加し

てくださいました。保護者の方は、自分自身が楽しんでいる様子であったり、また楽しんでいる利用者を笑

顔で見ていました。当該施設スタッフもとてもサポーティブに利用者のプログラムへの参加を促してくださ

っていました。最後は、保護者からアンコールの声も飛び出し、多いに盛り上がるイベントとなりました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは２１名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は、１００％が「とても楽しかった」、「また、参加したいですか？」という設問に対しては、９５％が「ま

た参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

当該施設利用者には、MLAPPERSが手作りした紙でできた花を籠に入れるという方法でアンケート調査を

実施しまし、「楽しかったですか？」という設問に対しては参加していた全員の当該施設利用者が花を籠に入

れました。 

  

♪ 「誰もが楽しめる音楽」ということでみんなで身体を動かして音楽を聴くだけでなく楽しむことが出来ました。 

♪ 歌って踊れて何よりも参加型だったのがとてもよかったです。あんなに笑っているのを久しぶりに見た気がします。 

♪ 皆さんのニーズに対し応えていただきとても良かった。皆さん身体を動かし参加されていた。（施設スタッフ） 

♪ １人１人が主役になれる時間があったのもよかった。最後は温かい気持ちになって涙が出ました。 

♪ 森のくまさんの歌に合わせてみんなの名前を呼ぶことで全員が参加できてとても素晴らしい工夫だと思いました。  

 将来教員を目指しているのでまねさせていただきます。とても楽しかったです。ありがとうございました。（実習生） 

♪ 参加者全員一つになって楽しい時間を過ごせました。ありがとうございました。 

 

２８ 

とても楽しかった
100%

参加したい
86%

やや

参加したい
9%

未回答
5%

楽しかった 

ですか？ 

また 

参加したい 

ですか？ 

 



 

♪ 久しぶりに声を出してすっきり楽しいひとときを過ごしました。ありがとうございました。 

♪ 事前の打ち合わせで対応していただき利用者の笑顔があふれました。（施設スタッフ） 

♪ 自分たちの年代の歌でたのしかったです。 

♪ 一体感がとても素晴らしかったです。音楽の○○はすばらしい 

♪ みなさんで参加できてとても楽しかったです。 

♪ 楽しいひとときを過ごさせていただきありがとうございました。 

♪ 楽しいひとときをすごさせてもらいました。 

♪ 大変に楽しかったです。 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

「楽しかったですか？」と「また参加したい」という設問に対して、どちらも９０％を超える結果となりま

した。参加者のこの高い満足度を引き出したその理由のひとつとして考えられるのは、事前の打ち合わせ時

に対象者の音楽の好みについてアセスメントを実施したという事が挙げられると考えられます。またその情

報を にして、参加者がより参加したくなるであろうプログラムを構築し実施した事、更には当日の参加者

の反応に応じて、テンポに変化をつけたり、反応が良い場面は繰り返して実施したりと、臨機応変に柔軟性

をもった音楽活動を提供できた事も重要な要因として挙げられると考えられます。 

 

＜＜連携＞＞ 

地元の団体との繋がりができ、今後の連携のきっかけになりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜概要＞＞ 

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会が年に１度実施している関連事業所の交流会の午前中のイベントとし

て初めて実施しました。参加者は、福岡市内に在る４つの事業所施設利用者とその保護者、当該施設スタッ

フ含め約１２０名でした。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして３名が MLAPPERSとして参加しました。内、２

名はMLAP連携協議会委員であり DCFA協会員福岡ドラムサークル主宰者とそのメンバーであったことか

ら、打楽器を人数分の１２０個会場に持ち込み、ドラミングの活動を中心にして、歌唱、身体活動、楽器活

動、鑑賞、のプログラムを６０分程度実施しました。 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 
日時：２０１９年１１月１４日（木）   時間：１０：３０～１１：３０ 

場所：福岡市立障がい者スポーツセンター（さん・さんプラザ）（福岡市南区） 

参加者：社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会関連施設（福岡ひまわりの里・ひまわ

り園・ひまわりパーク六本松・ひまわりパーク上牟田・事業部）利用者、 

保護者、職員など約１２０名 

MLAPPERS：MLAP連携協議委員２名、博多音楽療法コミュニティ LINKS１名 

 

 

 

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会 交流会 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

１２０個の楽器が並んでいるのを見ると、積極的に近寄って来てくださって自然と楽器を鳴らし始める姿が

印象的でした。大勢で同じ音楽を創り上げていく経験や、その楽器から生まれる振動や自然に出る発声や笑

顔は、沢山の人と人との交流のきっかけになったように見受けられました。ひまわりパーク上牟田の利用者

にとっては、２回目の超参加型音楽イベントMLAPへの参加だったこともあり、楽しみにしてくださってい

たとの事でした。顔なじみのMLAPPERSには、笑顔を交わす場面も多く見られました。今回の超参加型音

楽イベントMLAPに対してMLAP連携協議会一山委員から「・リズムを音、振動など体全体で感じて、気

持ちが良い ・みんなと一体になって楽器を鳴らすことが面白い ・皆と合っている感じが心地良い ・前

に出て、皆が自分と一緒に合わせてくれることが楽しい、ワクワクする ・初めて会った人とでも笑顔で交

流できる ・太鼓や音が鳴るおもちゃを鳴らしながら跳んだり跳ねたりして気分が高まる」とのコメントが

ありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは８３名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は、９３％が「とても楽しかった」もしくは「やや楽しかった」、「また、参加したいですか？」という設問

に対しては、８８％が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

  

♪ また太鼓をたたきたいです。（障がいのある本人） 

♪ 次の参加型音楽会にも参加したいです。（障がいのある本人） 

♪ 楽しかった。（障がいのある本人） 

♪ 太鼓がとても楽しそうでした。一体感がありました。（障がいのある本人） 

♪ ジャニーズの をやりたいです。（障がいのある本人） 

♪ また行きたい。（障がいのある本人） 

♪ 楽器を鳴らす時と止める時が伝わりづらいところではありましたがみなさん楽しまれていました。（スタッフ） 

♪ マイクや太鼓の音が大きすぎると苦手な方が離れていった。（障がいのある本人） 

３１ 

参加したい
71%

やや

参加したい
17%

あまり

参加したくない
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したくない
2%

未回答
7%

楽しかった 

ですか？ 

 

また 

参加したい 

ですか？ 

 



 

♪ サークル活動でやっていますので「参加型音楽イベントＭＬＡＰ」がなくてもいらない。（障がいのある本人） 

♪ 今回２回目でした。前回は育成会ひまわりパーク上牟田でしたが、やや狭い空間でしたので、言 も音楽もはっき

り聞き取れて感銘を受けました。今回は広かったためかマイクの音 のためか言 が割とききとりにくく残念でし

た。（保護者） 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

「楽しかったですか？」と「また参加したい」という設問に対して、どちらも８８％を超える結果となりま

した。１２０名という大勢の参加者のこの高い満足度を引き出したその理由のひとつとして考えられるのは、

楽器活動の持つ、視覚的、聴覚的、触覚的刺激が関係しているのではないかと考えています。また、正誤を

気にする事がほとんどないドラミングを集団で演奏する事、希望があればこの集団のリーダーになる事も可

能にする活動である事などが、利用者にとっては新鮮な社会的な活動であった事が要因として挙げられると

考えられます。 

 

＜＜連携＞＞ 

地元の団体との繋がりができ、今後の連携のきっかけになりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３２ 



 

 

 

  

 

 

＜＜概要＞＞ 

当該施設において、年に１度実施している「地域交流会」の参加者を対象に単発のイベントとして初めて実

施しました。参加者は、当該施設利用者とその保護者、地域住民と当該施設スタッフ含め約３０名で、当該

施設利用者と地域住民との交流のイベントとしての超参加型音楽イベントMLAPの実施でした。そして、今

回もMLAP実施後はMLAPPERSも含め全員でお茶とお菓子を頂きながらの和やかな時間となりました。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして４名の MLAPPERSを中心にして、歌唱、身体活

動、楽器活動、鑑賞、のプログラムを９０分程度実施しました。２度目の施設訪問という事もあり、前回に

使用した利用者が好んでいる音楽も使用し、新たに前回使用しなかった楽器や手話ソングなど、参加者全員

が参加し易いプログラムを作成、実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３ 

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定障がい福祉サービス     

    ひまわりパーク上牟田 地域交流会 

日時：２０１９年１1月１7日（日）   時間：１４：００～１５：３０ 

場所：社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定障がい福祉サービスひまわりパー 

ク上牟田 デイルーム（福岡市博多区） 

参加者：地域住民、施設利用者など約３０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ４名 

 

 

 

 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

2 回目の施設訪問でもあり、交流会のイベントを含むと顔を合わせるのが３回目の利用者の方もおられて、

超参加型音楽イベント MLAP との再会を楽しみにしてくださっているという期待感が感じられる雰囲気で

の実施でした。地域住民の方も当初は緊張した様子も見られましたが、着席の位置が利用者の間であったせ

いか、利用者の方の積極的な行動に引っ張られるように自然に一緒に参加をしてくださっていたように見受

けられました。今回の超参加型音楽イベントMLAPに対してMLAP連携協議会一山委員から「・利用者の

みなさんがMLAPを心待ちにしているのが伝わってくる ・地域の方々も自然に中に入って笑顔になる ・

聴覚障がいがある方が手話の歌の体験を通して音楽療法を希望されるようになった ・視覚障がいになられ

た方が自分から楽器を鳴らそうとしたこと、さらにトーンチャイムの演奏ではみんなから拍手を受けて感動

して涙を流しておられた」とのコメントがありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは８名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対しては

「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」が１００％、「また、参加したいですか？」という設問に対して

は、８７％が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

  

♪ 手話などを多く含んだ歌でみんな楽しめる音楽会だった。（地域住民） 

       

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

「楽しかったですか？」と「また参加したい」という設問に対して、１００％と８７％という結果となりま

した。これらのアンケート結果は、全て地域住民の方によるものであると考えると、このイベントの当初の

目的である「地域の交流」イベントとしての役割は果たせたのではないかと考えています。また、同じ施設

利用者に対して３回連続して超参加型音楽イベント MLAP を実施したのは今年度が初めての試みであり、

利用者の継続した参加による行動の変化なども今年度調査結果として後頁（P４４）にて報告をさせていただ

きます。 

 

３４ 
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＜＜連携＞＞ 

地元の団体との繋がりができ、今後の連携のきっかけになりました。 

 

 

 

＜＜概要＞＞ 

 

＜＜概要＞＞ 

当該施設が毎年実施している「ふれあい広場クリスマス会」の中の１つのプログラムとして、本年度２回目

の実施となりました。対象者は、当該施設利用者と地域住民の方でした。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして４名の MLAPPERSとボランティア１名が参加者

の前に立って活動をリードしていくというスタイルで、歌唱、身体活動、リズム活動、鑑賞のプログラムを

１５分程度実施しました。2回目の実施ではありましたが、昨年とは実施の場所環境が違っている事もあり、

限られた環境の中でできる内容を計画し実施しました。 

 

３５ 

日時：２０１９年１２月１４日（土）   時間：１４：２０～１４：４０ 

場所：福岡市立城南障がい者フレンドホーム併設老人福祉センター寿楽園 2 階 

大広間      （福岡市 城南区） 

参加者：地域住民、施設利用者など約８０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ４名、ボランティア １名 

 

 

福岡市立城南障がい者フレンドホーム 
ふれあい広場クリスマス会 

 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

MLAPPERSと参加者の距離が近くかったので、参加者も積極的に参加意欲を示してくださっていたように

感じました。MLAPPERSからの問いかけなどにも反応が良く、一体感も感じられたイベントになったよう 

に感じました。今回の超参加型音楽イベントMLAPに対してMLAP連携協議会一山委員から「・座ったま

までできる活動、誰でもが参加できる活動である ・短時間のプログラムだったが、みなさんの笑顔が見ら

れて元気が出た ・とても楽しかったのでまた参加したいと思った」とのコメントがありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは２４名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」が８８％、「やや楽しくなかった」もしくは「楽しくなかった」

が２，８％でした。「また、参加したいですか？」という設問に対しては、７５％が「また参加したい」もし

くは「やや参加したい」と回答して、３，８％が「やや参加したくない」もしくは「参加したくない」といい

う結果でした。 

 

  

 

♪ 年齢関係ない音楽で楽しめました。（保護者） 

♪ ＭＬＡＰさんの活動を初めて知りました。暖かい雰囲気でとても良かったです。（地域住民） 

♪ いろんな音楽があったので楽しかったです。（障がいのある本人） 

♪ 身体を音楽だけで動かせるなんてすごいと思いました。（地域住民） 

♪ 今日は城南フレンドクリスマス会とても楽しかったです。（障がいのある本人） 

♪ とても楽しかった。 

♪ もっと長く身体を動かす活動がしたいです。今日はありがとうございました。（保護者） 

♪ 去年の方が楽しかった。（障がいのある本人） 

♪ 楽器など（鈴、タンバリン）一緒に出来たらもっと楽しかったかな？と思いました。（保護者） 
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♪ みなさんの前に出て、踊ったり歌ったりするのは、ち っと恥ずかしかったのですが、みなさんが笑顔になった

り、拍手をして下さったりしたので、自信を持ってみなさんの前でパフォーマンスをすることができました。みな

さんの笑顔が見られて、とっても楽しかったです。とても楽しかったため、ぜひまた参加したいと思いましたの

で、１月のMLAPも申し込んで参加します。（ボランティア） 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

アンケート結果にばらつきがでた理由のひとつに考えられるのは、当該施設での超参加型音楽イベント

MLAPが「ふれあい広場クリスマス会」の中の１つのプログラムであったことがいえると考えられます。今 

年度はMLAPの他には人形劇、手話ダンスや福引などがプログラムの中にあり、参加者それ れが楽しみに

しているプログラムが MLAPの他にあったという事も十分考えられます。また、２回目の実施という事で、

アンケートの自由表記の中に、「去年の方が楽しかった」と、昨年のイベントと  してくださっている内容

もあり、そのような意見も大切にしていきたいと考えています。昨年度との活動内容の  については、 

MLAP 出演を依頼してくださった当該施設の生活相談員で MLAP 連携協議会委員でもある清家委員のコメ

ントは下記＜＜連携＞＞の部に掲載しました。 

 

＜＜連携＞＞ 

今回の超参加型音楽イベントMLAPに対して、当該施設の生活指導員でMLAP連携協議会委員でもある清

家委員のコメントです。 

 

①昨年度との違い 

 ・昨年度は、ステージ上でのご出演だったが、今年度は客席、来場者に近い位置でのご出演だった。 

 ・ご出演の人員は、昨年度３名だったが、今年度は５名だった。 

 ・昨年度はストーリー仕立てで、ボランティア学生及び参加者を巻き込んでステージへ上がってもらった

スタイルだったが、本年度はＭＬＡＰの皆さんが参加者に近づき、メンバーそれ れが役割を担って、

歌やパフォーマンスをリードするスタイルだった。 

・昨年度は、参加者に楽器を渡し一緒に演奏する場面があったが、今年度は参加者が楽器を演奏する場面

は見受けられなかった。今回は、歌遊び・手遊びに近いスタイルだった。 

 ・今年度は「ＭＬＡＰ」のＴシャツを着てのご出演だった。 

 

②昨年度と今年度の善し悪し 

 ・昨年度は、参加者である子供 の積極性を引き出すスタイルだったことが良かった。 

  具体的には、ステージ上で楽器を示して「楽器を触りたい人？」などと言った言 掛けがあったため興

味がある子 は前へ出ていた。また、ストーリーを作り、学生に役を演じてもらったのも良かった。 
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 ・今年度のＭＬＡＰのチームＴシャツは、参加者に対しまとまりのあるグループである印象を えつつ、

期待感を抱かしてくれる効果があったように思われた。 

 ・今年度は、MLAP の皆さんがそれ れ役割を持って、それ れがリーダーになったので、飽きが来ず、

全体が一つとなり最後まで楽しめた内容だったと思われる。 

 

③課題に思われること 

・記録写真を改めて見返すと、来場者は一様に喜ばれていたように見受けられる。障がい者（知的・発 ）

やご家族の皆さん方は概ね笑顔だった。が、子供 ・障がい児の笑顔が少なかったように感じられた。

しかし、みんな最後まで集中して見入っていたので楽しんでくれていたのだと感じる。 

・来場者の感想は、アンケートの結果から読み取ることができるが、実際にはどれほどのインパクトを受

けたのかが気になる。その反応を伺う手段は、やはり音楽や楽器に興味があるかどうかを直接尋ねるこ

とが一番良いように思われる。健常のお子さんで興味がある子は積極的に食い付いてくるだろう。しか

しながら消極的な子や、自己表現や表出が難しい障がい児者には、彼らのそばへグイグイ近づいて反応 

を伺う方が良いと思われる。照れた反応を示す子もいるだろうし、高い音が苦手な子もいるだろう。そ

のため、前置きをして（理解をもとめて）、彼らに近づいていくと良いように思われる。今回ほどの人数

だと全員に同じアプローチはできなが、良しにつけ悪しきにつけ、一例二例（一人、二人の反応）を獲

得できる絶好の機会ではないかと思われる。 

・昨年度と今年度の内容が違っていたので、できれば前回行った内容を盛り込みつつ、今回新しい内容を

取り入れると、前回と今回を受けた参加者の反応の  がし易いのではと思われる。 
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＜＜概要＞＞ 

音楽療法士を中心とした勉強会である博多音楽療法コミュニティ LINKS の４回目の超参加型音楽イベント

「りんりんりんくす IV」として実施しました。MLAPのプロジェクトが開始した昨年よりも２年前に開始し

たイベントで、年を重ねる毎に、イベントとして定着をしてきた印象を受けました。ボランティアにもでき

るだけ大勢参加してもらい、参加者のサポートをお願いすると共に、参加者全員が一緒に楽しむ経験を提供

することを狙いとしています。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベントMLAPのファシリテーターとして 8名のMLAPPERSと１名のボランティアを中心

にして、歌唱、身体活動、楽器活動、鑑賞、のプログラムを８０分程度実施しました。ふくふくホールの観

客席をフラットにして、またステージとフロアの段差をできる限り無くして、MLAPPERSと参加者の一体

感を狙った環境設定で実施しました。 

 

＜＜参加者の様子＞＞ 

過去にもこのイベントに参加した経験のある参加者も少なくなく、開始時より期待感と温かい雰囲気が感じ

られる空間の中で、どの活動も活気があって盛り上がった活動となりました。この報告書の中の「超参加型

音楽イベント実践報告」の１、２と３でMLAPを経験してくださった「ひまわりパーク上牟田」の利用者の

方が、この「りんりんりんくす」のイベントの情報を聞いた事で、自分自身で公共交通機関を利用して実施

場所まで来て参加をしてくれています。 
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りんりんりんくす IV 

 

日時：２０２０年 １月 １３日（祝）  時間：１０：３０～１１：４０ 

場所：福岡市市民福祉プラザホール（福岡市 中央区） 

参加者：３８名（障がい者 15名、保護者 15名、一般親子 1組（４名）、 

行政関係者 1名、社会福祉協議会関係者１名、地域住民２名） 

ボランティア：１５名（一般６名、福岡大学・西日本短期大学学生８名・障がいの

ある本人１名） 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ８名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 

 

 



 

 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは２７名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」がを合わせて９６％、「また、参加したいですか？」という設

問に対しては、１００％が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

  

♪ 娘が初めて会ったボランティアさんと音楽（ ）がもっと聞きたかったと話すようになっていた。初見の人とはな

かなか慣れないが好きな音楽の話題で少しつながったのかもしれない。（保護者） 

♪ 音楽が好きだけど静かに座っていることが出来ない子供も一緒に楽しめる事が出来たのでとても嬉しかったです。

ありがとうございました。（保護者） 

♪ 楽しそうにしている参加者を見ているとこっちまで楽しくなりますね。 

♪ 皆さんからパワーをもらえて日常では感じることの出来ない楽しさを味わうことが出来ました。（施設職員） 

♪ 城南フレンドのクリスマス会でＭＬＡＰさんの活動を知りました。娘は知的障害がありますが音楽、今日の活動な

どをとても好きで私も気兼ねなく連れてこられるので参加しました。初めてで少々恥ずかしがっていましたがいっ

ぱい楽しめました。（保護者） 

♪ 笑顔が多い。（保護者） 
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♪ とても楽しかったです。（障がいのある本人） 

♪ 音楽の感じ方は本当に自由で自由に表現できている身体の動きや声や表情を見ることが出来てとても嬉しかったで

す。私自身もとても楽しめました。汗かきました。 

♪ 盛り上がるだけでなく止めたり静かに耳を澄ましたりするので参加がしやすいと思った。楽しそうにしている参加

者を見ているとこっちまで楽しくなりますね。（地域住民） 

♪ 知っている友 や先生がいたので緊張することなく楽しく参加する事が出来ました。（保護者） 

♪ １人で参加しましたが楽しく勉強させていただきました。今度は近所の小さい子供を連れて参加したいと思いま

す。音楽はいつも良いですね。（地域住民） 

♪ 初めて参加しました。とっても楽しかったです。ありがとうございました。（地域住民） 

♪ りんりんりんくすは初めての参加でしたが、本人も妹もすごく楽しんでいて、その姿を見れたことが私たちには何よ

り良かったなという感想です。同じような障害児向けのイベントにも行ったことはありますが、その中でも一番くら

いに楽しめたと思います。何が違うのかはうまく言 にできませんが、私が感じたのは雰囲気の良さでした。・広す

ぎず、狭すぎない会場で（子どもについて回らなくても安全だった） ・参加者にも運営の方にも構われすぎず ・

好きに動き周りながら参加できて ・どんな参加の仕方でもいいんだよーという空気（やってもいい、やらなくても

いい、やり過ぎても怪我がなきゃいい）が説明されずとも漂っていて…今考えると、私たち親がその雰囲気に身を委

ねられたというのが一番良かったと感じられた原因だったかなと。ボラさんがあれこれと手伝ってくれるのは本当

に助かるんですが、いつもどこか「申し訳ないな、（こんなに手を煩わせて）うちの子にはまだ早かったかな」とい

うモヤモヤがあるんですが、今回はあまりそれも考えずに済んで、まさにのびのび参加できました。（みんなでリズ

ムをとる活動など私が楽しんでしまいました） たまたまうちの子どもに合っている活動だった、体調が良かったと

いうこともあるでし うが…とにかくまた参加できればなーと思えた楽しいイベントでした。ありがとうございま

した。（保護者） 

♪ 中学 2年生の息子と一緒に、今回 2回目の参加です。ことば、会話でのコミュニケーションは難しい息子ですが、

音楽あそびは小学生の頃から大好きで、今回もノリノリで踊ったり、歌ったりしていました。小さな幼児さんから

ご年配の方まで、年齢、性別、障がいの有無、関係なく音楽を通して一体感を感じる事ができました。このような

音楽催しがもっと色々な地域で行われ、たくさんの人たちに広がっていくといいな、と思います。（保護者） 

♪ 今回は息子がテンションが程よくアゲの時期だったので、本人なりに楽しく参加できて良かったです。先生やスタ

ッフの方、知り合いがたくさんおられたので安心できたのかとも思います。重度の親はまわりに迷惑をかけないか

とか、本人の反応も予想がつかず、どうしても遠慮癖がついてしまいます。申し込む時も躊躇したり悩んだりもす

るので、もう少し申し込み期間が長くとれたらよかったかなと思います。また支援学校に通っている間は情報が回

っても、成人期に入るとなかなか伝わらない状況になりがちです。みんながみんな HPや Facebookをまめにチェ

ックしている訳ではないので、最後は口コミかなと感じます。何回も繰り返し開催して、次第に参加の輪が広がっ

ていくといいなあと期待しています。（保護者） 

♪ 大きなホールでの活動でビートンとは音の き方が全然違い、いつもは感じられないような臨場感を味わうことが

でき、子供たちだけではなく保護者の皆さんや大人も楽しむことができていたと思います。ステージに立って 
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いたけどホールのみんなが楽しそうに歌ったり踊ったりしているのを見て私自身も楽しかったです。（ボランティア） 

♪ 「上手にさせないといけない」とか「まわりと違うことをさせてはいけない、とかを心配せずに参加でき、保護者自

身も楽しめた。（保護者） 

♪ 自分自身も楽しく、障がいのある方が楽しそうにしている姿を見て、さらにうれしくなった 

♪ 楽しかった。（障がいのある本人） 

♪ こんな活動を全く知らなかった。障がいがある人とかかわる、ということで少し気が張って参加したが、参加して 

みると自分自身が楽しく、障がい者を意識することがなかった。自分の地域でもやってもらいたい。 

（民生員児童委員） 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

「楽しかったですか？」と「また参加したい」という設問に対して、どちらも９６％を超える結果となりま

した。参加者のこの高い満足度を引き出したその理由のひとつとして考えられるのは、オープンの活動では

あるものの、この「りんりんりんくす」イベントを事前に知っていて、楽しみにしてくださっている参加者

が多いことが挙げられるのではないかと考えています。MLAPPERS側も、例年の参加者の反応やアンケ

ートを参考にして、より楽しんでもらえるようなプログラムを計画実施している事も要員のひとつであると

考えています。地域住民の参加もあり、障がいの有無に関係なく一緒に音楽活動を行うことで、自然と理解

し合うことをお互いに感じ合うことができたことは、当実践研究の目的のひとつである、共生社会への実現

へ大きく期待を持つことができました。  

 

＜＜連携＞＞ 

昨年度に引き続き、福岡市内の特別支援学校に案内をすることで繋がりができて、今後の連携のきっかけに

なった活動になりました。また、多くのボランティアとの連携や、地域大学のサークルメンバーとの連携も

実現されたと感じています。 
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＜＜概要＞＞ 

音楽療法士を中心とした勉強会である博多音楽療法コミュニティ LINKS が中心となって実施している超参

加型音楽イベント「りんりんりんくす」に参加したいけれど、なかなかその勇気がないという本人の保護者

からの意見を受け、近い将来に超参加型音楽イベントに参加できる事を目標にして、そのための準備イベン

トとして、参加者とボランティアがマンツーマンで参加するスタイルの超参加型音楽イベント MLAP とし

て実施したのがこの「ゆっくりんりんりんくす」です。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベントMLAPのファシリテーターとして 8名のMLAPPERSと１名のボランティアを中心

にして、歌唱、身体活動、楽器活動、鑑賞、のプログラムを６０分程度実施しました。事前に申し込みをし

ていた参加者を中心として予めボランティアとペアを組んでいたので、その参加者たちの参加の様子を想像

しながらできるだけペアでの関わりが増えるようなプログラム内容を計画、実行しました。 
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超参加型音楽イベント実践報告 ７ 

大人のゆっくりんりんりんくす I  

日時：２０20年 1月 13日（祝）   時間：１４：００～１５：００ 

場所：：福岡市市民福祉プラザホール（福岡市 中央区） 

参加者：43名（事前に申し込んだ高校生以上の障がい者 ７名、保護者６名、 

高齢者施設利用者１０名、高齢者施設職員３名） 

ボランティア：10名（一般３名、福岡大学・西日本短期大学学生６名、障がいの

ある本人１名） 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ８名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 

 

 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

事前に申し込みをしてくださった利用者の他に、午前中の超参加型音楽イベント「りんりんりんくす」に参

加してくださって、そのままこの「ゆっくりんりんりんくす」に参加してくださった方が数名おられたり、

地域の高齢者施設の利用者とスタッフが飛び入りで参加してくださったり、と当初の予定よりも大勢の人数

での開催でしたが、それでも利用者ひとりひとりの顔をしっかりと見ながら落ち着いたアットホームな雰囲

気が実施できたと感じています。申し込みをしてくださっていた利用者の方も、ボランティアとぺアを組ん 

でいるという事で安心をされたのか、本人の興味が向くままにのびのびと音楽活動に参加してくださってい

る様子が伺えました。また、午前中から引き続き参加された方も終始笑顔で活き活きと活動されているのが

印象的でした。この超参加型音楽イベントMLAPに対してMLAP連携協議会一山委員から「・ボランティ

アに来たが、自分自身がとても癒やされ、元気になれた ・歩きたいだけ歩き続けても、大きな声を出して

も、肯定される、・・・普段は周囲に迷惑をかけていると思い謝ってばかりおられる ・何をしても大丈夫、

自由で構わない、そのままで大丈夫 ・評価、否定、とがめられる、指導されることは一切ない ・親御さ

んが謝る必要は全くない ・２人組での活動（個別活動）であると、さらに信頼関係が深まり仲良くなり、

共に楽しめる」とのコメントがありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは１６名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は「楽しかった」が１００％、「また、参加したいですか？」という設問に対しては、９４％が「また参加し

たい」と回答しています。 

  

 

♪ 今回の音楽やダンス活動は年齢や障がいの有無に関係なく自由な雰囲気で参加者誰でも楽しめるので本当に良いと

思います。スタッフの方は準備が大変だと思いますがまた来年もその次の年も続けていって頂きたいです。（ボラン

ティア） 

♪ 利用者の皆さんがいつも見せないような笑顔をしたり楽しんでいる姿を見ることが出来ました。障がいのある人高

齢者、私たちが一つになって楽しい雰囲気をくれていたと思います。（ボランティア） 

♪ 年齢、性別、障がいの有無にかかわらず音楽は人を動かすこと、つなぐことを体験することが出来ました。多くの人 

４５ 

とても

楽しかった
100%

参加

したい
94%

未回答
6%

楽しかった

ですか？ 

また 

参加したい 

ですか？ 

 



 

にこの活動を知ってほしい、参加してほしいと強く感じたひとときでした。（ボランティア） 

♪ 「次回はいつありますか」と尋ねられましたのでみなさんがとても楽しく「また次回も来たい、参加したい」と思っ

ていることがよく分かった。（ボランティア） 

♪ ペアになって活動することによって相手（ボランティアさんたち）に対する信頼感が感じられました。この人と一緒

に参加したい、楽しみたいという気持ちが分かりましたのでペアの担当がある一対一の活動はより内容が深められ

ると思いました。いつもありがとうございます。（ボランティア） 

♪ 午前中の部でち っとの かれた方から「おどれるんですか」ときかれたのでどう 参加されて下さいとお誘いしま

した。ダンスの時に楽しそうに踊られたので本当の意味で誰でも参加して楽しめる活動になっていたかなと思いま

した。（ボランティア） 

♪ はじめて参加させていただきましたが主催者、スタッフはじめみなさんの情熱をとても感じられたイベントでした。

声をかけて下さりありがとうございました。次回はもっと体力を付けて臨みたいと思います。（ボランティア） 

♪ 利用者の皆さん（おとなりさんデイサービス）がいつも見せないような笑顔をしたり楽しんでいる姿を見ることが出

来ました。障害のある人高齢者、私 が一つになって楽しい雰囲気をつくれていたと思います。（ボランティア） 

♪ 今日とても楽しかった。みんなと交流して笑顔が見られていた。また参加したいと思います。（ボランティア） 

♪ とても楽しかったです。（地域住民） 

♪ 音楽療法士とボランティアの方とついてくれたので安心してみていられ、本人が想像以上に楽しく参加できていて 

うれしい驚きがあった。私も楽しめた。いつもはなかなか参加するのに決心がつかないお友だちも誘ったら、ずっ 

と歩き回っていても大丈夫で、こんな会は初めて、ととっても喜んでいた。次回があれば他のお友だちも誘いた

い。（保護者） 

♪ 12月の城南フレンドホームでのMLAPが楽しかったので、来ました 

♪ 楽しかった。また来たい 

♪ うちの子を実際に見てもらってわかると思いますが、動き回って、落ち着いて椅子に座って活動しないので、この 

  前のように自由に動いていい活動なら本人はとても楽しかったと思います。この前のような参加でいいなら、次回 

も参加したいと思います。いろいろな楽器もあって、私も楽しかったです。動き回ってはいましたが、本人も楽器 

も少し鳴らしたり出来て良かったです。外に出ることなく、最後までホールにいたので、好きな活動だったと思い 

ます。帰宅後は、特に普段と変わりなく過ごしました。（保護者） 

♪ 初めての参加でした。ボランティアとしてしっかり役割を果たせたか分かりませんがとても楽しかったです。施設 

  での音楽療法に活かしたい、まねしたい、取り入れたいと思うことばかりだったので勉強になりました。また同じ 

  分野で働く方や学生さんとも交流ができとても良い時間になりました。ぜひまた参加したいと思いました。次は施 

設の利用者さんを連れて行きたいと思いました。ありがとうございました。（ボランティア） 

♪ 久しぶりに歌ったので全然声が出なかったけど役に立てて良かったです。次回からは事前に歌の練習をしておき 

ます。普段は関わることができないような人とも関われて良かったです。 

♪ ご高齢の方々と一緒に懐かしい歌を歌ったり、りんりんりんくすとは違った楽器を使っての演奏ができて初めて 

会った人とも交流できたと思います。りんりんりんくすと違ったゆっくりなのでみんなと一緒に参加することが 

４６ 



 

むずかしいような子供でもじぶんなりのペースで楽しめたかと思います。（保護者） 

♪ 初めて参加しましたが、総じて楽しかったなというのが率直な感想です。障害の有無や国籍、年齢に囚われず、参

加者みんなで楽しめるのは音楽の魅力の一つでもあると思いました。普段大きな声を出したり好き勝手に音を鳴ら

すのは良くないことだと言われがちですが、療育の中だとむしろ歓迎されて、自分を肯定してもらえる体験ができ

ると思います。今回、ボランティアに参加したことで、音楽療法でどんなことをしているのか、それがどのように

作用していくのかを知ることができて良かったです。どうもありがとうございました。（ボランティア） 

♪ 障害がある方と初めて会って、最初はどんなふうに、どんな雰囲気で関わったらよいのか分かりませんでした。障

害がある女の子と一緒に歌ったり踊ったりして、最後には笑顔で握手もしてくれて、とても嬉しかったです。みん

なと一緒に音楽活動に参加をして、歌や踊り、手話、楽器などをしながら、みんなの笑顔を見られて、とっても楽

しかったです。私はいつも高齢者施設でアルバイトをしているので、障害者の方と交流する機会がなかったので、

とても勉強になりました。歌、音楽は、優しい気持ちになれました。日本の歌を私も練習して覚えたいと思いまし

た。私は社会福祉会ボランティアサークルの部長で、手話サークルの部員なので、もっと手話の歌を覚えたいと思

いました。これからも、もっと色々なボランティアに参加をして頑張りたいと思いました。 障害がある方々が手話

を上手にしていたので、びっくりしました。私は、有名なパプリカの を手話で練習して、みんなと一緒に手話の

歌をやりたいと思いました。パプリカの手話をすれば、みんなが面白くなり、楽しくなるかなと思っています。手

話を頑張りたいです。拍手をもらって自信を持って前に出て踊りなどができるようになった。（ボランティア）                  

♪ MLAP活動を通して地域の人や障害を持つ人が共に参加できるドラムサークルやりんりんりんくすなどの 

音楽療法のボランティアに参加した。この活動は、好きな楽器を自由にたたいてならしてみたり、ボランティアの

私 がバルーンを上下に動かすとそこに入ったりしながら楽しんだ。地域の人や障害児者の人とのコミュニケーシ

ョンを行う環境作りの一環でこれは、両者の共生社会で必要な事だと考える。今後に活かせる活動だと思う。（ボ

ランティア） 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

「楽しかったですか？」と「また参加したい」という設問に対して、どちらも９４％を超える結果となりま

した。参加者のこの高い満足度を引き出したその理由のひとつとして考えられるのは、このイベントの実現

そのものが障がいとともにある本人の保護者の希望であった事が挙げられると考えられます。できるだけ要 

４７ 



 

望に沿える様に練られたプログラムであったこと、加えて当日の参加者の反応に応じて選 、活動進行時の

テンポや環境設定など、臨機応変に柔軟性をもった音楽活動を提供できた事も重要な要因として挙げられる 

と考えられます。また、当日は高齢者の飛び入り参加にも対応でき、音楽の柔軟性が証明される結果となり

ました。それ以外の理由として忘れてはならないのは、このイベントを切望し、期待して参加した参加者の

気持ちを受け入れたスタッフやボランティアメンバーが創り上げた温かい会場の雰囲気であったと考えてい

ます。今回初めて企画実施した「ゆっくりんりんりんくす」に参加された方は、この経験をきっかけに、オ

ープンの活動に参加してみる気持ちになってくださって、活動範囲や人との繋がりが広がって、それが生活

の質の向上にも反映されると嬉しいと感じています。 

 

＜＜連携＞＞ 

障がいとともにある本人やその保護者の方、地域施設利用者や地域住民の方々などにも広くこのイベントの

存在を知っていただく事になり、更には多くのボランティアとの連携や、地域大学のサークルメンバーとの

連携も実現されたと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４８ 



 

 

４９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜概要＞＞ 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会、幼児・学齢部会が、感染防止につとめながら新し

い生活様式で安全にできる催しを企画し開催するとのことで、そのイベントとして実

施しました。同日に続けて実施された「保護者のための音楽遊び」と合わせて、

MLAP３年目において、初めての、そして唯一のリアル超参加型音楽イベントとなり

ました。  

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベントMLAPのファシリテーターとして 3名のMLAPPERSを中心にして、新型コロナウ

イルス感染症防止を鑑みて歌唱活動は避け、十分な距離を保ちながら楽しめる身体接触をしないゲーム性の

高い身体活動、子ども MLAPPIES には馴染みのある絵本の活動などのプログラムを４０分程度実施しまし

た。 

 

 

５０ 

超参加型音楽イベント実践報告 ７ 

親子で楽しむ音楽遊び♪  

日時：２０2０年 1０月３１日（土）   時間：１３：００～１３：４０ 

場所：福岡市市民福祉プラザ 5階 軽運動室 （福岡市 中央区） 

参加者：８名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ３名 

 

 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

今年初めての、そして唯一のリアル MLAP に、MLAPPERS も MLAPPIES も期待１００％で臨んだこと

もあり、再会できた喜び、感動を共有できる嬉しさ、音楽が後押しをする解放感に浸りながらの心温まる時

間と空間を感じました。MLAPPIESの皆さまのはじけた笑顔が印象的でした。 

 

 

 

 

５１ 



 

♪今年度実施予定だった幻のりんりんりんくすのチラシです♪ 

 

 

５２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

５３ 

超参加型音楽イベント実践報告  -  障がい者の家族やサポーター対象 

 

日時：２０１８年１1月１８日（日）  時間：９：００～１０：００ 

場所：福岡市海の中道青少年海の家 研修室 （福岡市東区） 

参加者：福岡市手をつなぐ育成会保護者会幼児・学齢部会第 1３回 ひまわり療育

キャンプ参加の保護者とスタッフなど約 1２名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS １名 

超参加型音楽イベント実践報告 ２ 

障がい者の家族やサポーターを対象とした集団音楽活動体験 



 

 

 

 

 

＜＜概要＞＞ 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会幼児・学齢部会が毎年１度実施しているひまわり療育キャンプの参加児童

の保護者とスタッフ約１５名を対象にした今年度２回目の実施でした。児童とボランティアが野外活動に参

加している時間を利用して、普段子どもの事ばかり考えている保護者本人が、自分自身を自由に解放できる

音楽活動に参加する事で、音楽活動に参加する子どもの疑似体験をする事だけにとどまらず、保護者本人が

音楽によるリラックスできる時間を経験する中で、自分自身を改めて見つめる内省の時間となることを目的

に実施しました。 

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

MLAPPERS１名による、自己紹介歌や楽器活動、身体活動などを６０分程度実施しました。参加が２度目

の保護者もおられて、リラックスをした雰囲気の中で実施する事ができました。 

 

 

 

＜＜参加者の様子＞＞ 

音楽を使用したリラクゼーションをゆっくりと実施した後に、椅子をサークル状にセッティングして着席を

して活動を実施しました。最初は、緊張した面持ちだった保護者も、プログラムが進んでいくと少しずつ慣

れてきて、自由に音楽を介した自己表現の活動を楽しんでおられるようでした。 

 

５４ 

日時：２０１９年１1月１7日（日）  時間：９：００～１０：００ 

場所：福岡市海の中道青少年海の家 研修室 （福岡市東区） 

参加者：福岡市手をつなぐ育成会保護者会幼児・学齢部会第 14 回 ひまわり療育

キャンプ参加の保護者とスタッフなど約 15名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS １名 

超参加型音楽イベント実践報告 ２ 
障がい者の家族やサポーターを対象とした集団音楽活動体験 



 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは１３名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」が１００％、「また、参加したいですか？」という設問に対し

ても、１００％の」参加者が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

 

  

♪ 音楽を意識する良い機会になりました。音楽の力を感じました。ありがとうございました。 

♪ 音楽活動を通して人と人との距離をすごく自然に縮めてくれたことに感動しました。 

♪ いろんな楽器にふれることが出来て楽しかったです。 

♪ リラクゼーションの時間だけ２時間とかやってみたいと思いました。解放の時間になりました。楽しかったです。 

♪ 緊張どきどきもあり、子どもたちはいつもこんな感じの中で活動しているんだなあと子どもたちの気持ち、昔の気

持ちを思い出しました。 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

昨年度開催後に、実施時間や場所、内容について参加者からの意見を聞き、今年度はそれらを含んだ内容と

なるように実施したことが、高い評価結果へと繋がったと考えられる。音楽活動は子どもだけのものではな

く、内容によっては成人にも十分に楽しんでもらえる、また自身の心身の健康の為にも寄 できる活動とし

ての認識を啓発することもできたのではないかと考えています。 

 

＜＜連携＞＞ 

保護者の音楽療法及び音楽活動への理解が深まり、今後の更なる連携のきっかけになった活動でした。 
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＜＜概要＞＞ 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会、幼児・学齢部会が、感染防止につとめながら新し

い生活様式で安全にできる催しを企画し開催するとのことで、そのイベントとして実

施しました。同日に実施された「親子で楽しむ音楽遊び♪」と合わせて、MLAP３年

目において、初めての、そして唯一のリアル超参加型音楽イベントとなりました。  

 

＜＜プログラム内容＞＞ 

超参加型音楽イベント MLAPのファシリテーターとして２名の MLAPPERSを中心にして、新型コロナウ

イルス感染症防止を鑑みて歌唱活動は避け、十分な距離を保ちながらのリラクゼーション活動を中心とした

ストレッチやボディーパーカッション、また楽器を使用した活動などのプログラムを４０分程度実施しまし

た。保護者の音楽遊び活動中は、別室で、ボランティアとMLAPPERSとで子どもたちを見守りました。 

 

５６ 

日時：２０２０年１０月３１日（土）  時間：１４：００～１５：００ 

場所：福岡市市民福祉プラザ 5階 軽運動室 （福岡市 中央区） 

参加者：５名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS ２名 

ボランティア：１名 

超参加型音楽イベント実践報告 ２ 
保護者のための音楽遊び 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

今年初めての、そして唯一のリアル MLAP に、MLAPPERS も MLAPPIES も期待１００％で臨んだこと

もあり、保護者だけの解放感も相まって、のびのびとリラックスした表情で参加されている様子が記憶に残

っています。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは５名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対しては

「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」が１００％、「また、参加したいですか？」という設問に対して

も、１００％の参加者が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

 

  

♪ 子どもと離れた時間、楽しく過ごすことができました。ありがとうございました。 

♪ 音楽を聞くことも楽しいですが自分も参加する音楽も別の楽しみがあることに気付きました。また参加してみたい

です。 

♪ 手と足だけで夕立を表現できることに感動しました。久しぶりに音を鳴らし楽しかったです。 

♪ 初めての経験でしたが楽しく過ごすことが出来ました。また機会があれば宜しくお願い致します。 

♪ 音楽は音を奏でるだけでなく呼吸の延長上にある体と精神（心）が奏でていくものだということを実感できまし

た。一期一会の出会いでセッションすることも本当に楽しかったです。また是非参加したいです。音楽を意識する

良い機会になりました。 

 

 

５７ 

とても楽しかった

80%

やや楽しかった

20%

参加したい

80%

やや参加したい

20%

楽しかった

ですか？ 

また 

参加したい 

ですか？ 

 



 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

いつも子どもが中心の生活の中で、解放さたれ自分を見つめる時間は、保護者にとってはレスパイトケアを

兼ねた貴重な時間になったのではないでし し うか。音楽環境の中では、保護者の気持ちも解放され、し

ばし弛緩した身体と心はリセットした気持ちを導き、また新たな１歩を踏み出せるエネルギーになることを

願っています。また、親子での音楽遊びの経験によって、家庭にも音楽が溢れ、音楽によるコミュニケーシ

ョンが、この１年の鬱積した日常の空気をフレッシュな雰囲気に変えてくれたらと願ってやみません。 

 

＜＜連携＞＞ 

保護者の音楽療法及び音楽活動への理解が深まり、今後の更なる連携のきっかけになった活動でした。 
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＜＜概要＞＞ 

西日本短期大学の主催イベント「西短地域講座」として、すべての地域住民を対象に、DCFA協会理事

の三原典子先生にお越しいただいて、「ドラムや和太鼓を打ち叩く気持ち良さを味わいませんか？音を身体

で感じてたのしもう！」をキャッチフレーズに打楽器を使用した参加型の音楽ワークショップ、「リズムで

コミュニケーション－ドラムサークルー」というタイトルのワークショップを開催しました。当日は、

DCFA協会福岡メンバーの協力を得て、１００個を超えるドラムやトーンチャイムを準備していただき、  

またボランティアメンバーを含む全音でそれら全てを会場に運び込みセッティングしました。 

当日は雪もちらつくような寒い日であったにも関わらず、MLAP連携協議委員や西日本短期大学のサポー

トのおかげで多くの地域の方にお集まりいただき、広い体育館でみんなで鳴らすドラムの音色に酔いしれ、

トーンチャイムの音色に癒される時間となりました。 

また、西日本短期大学の和太鼓サークルメンバーも途中に織り交ぜながら、華やかなワークショップとなり

ました。  

 

 

５９ 

日時：２０１９年１月２６日（土）    時間：１１：００～１２：００ 

場所：西日本短期大学 福浜キャンパス 体育館 （福岡市中央区） 

参加者：地域住民など約５０名 

MLAPPERS：博多音楽療法コミュニティ LINKS １名 

       DCFA協会ドラムサークル福岡メンバー ２名 

ボランティア：西日本短期大学生 １０名 

       西日本短期大学和太鼓サークルメンバー ４名 

 

すべての地域住民を対象としたワークショップ I 

「西短地域講座 リズムでコミュニケーション  

－ドラムサークルー」 

講師：DCFA 協会理事 三原 典子 先生 
 

超参加型音楽イベント実践報告 － ワークショップ 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

広い会場にサークル状に並べられた楽器に自然と手が伸び、参加者は思い思いにドラミングを楽しんでいる

ように見受けられました。決して支持的にならない三原先生のファシリテートで、自由に、そして時には参

加者全員で同じタイミングで楽器を鳴らす喜びは、大きな笑顔で表現されていたのではないでし うか。 

 

＜＜連携＞＞ 

西日本短期大学の市民講座で実施させていただけた事から、会場をお借りすることができ、広報のチラシ作

成も西日本短期大学のサポートがサポートしてくださいました。また、学生も快くボランティアを担当して

くださり、お互いの学びの場としてこれからも連携していくことができたらと期待が膨らみました。 
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＜＜概要＞＞ 

すべての地域住民を対象に、昭和音楽大学准教授の二俣泉先生にお越しいただいて、「誰でも楽しめる音楽コ

ミュニケーションー音で遊ぶ、音で学ぶー」というタイトルのワークショップを開催しました。内容は、先

生の講義とともに、実際に声、身体、楽器を使用して参加者を巻き込んだ参加型のワークショップとなり、

活気が溢れる充実した時間になりました。また、発 時期から成人になった現在までずっと音楽療法と関わ

ってきた障がいとともにある本人と保護者の方と二俣先生との会談の時間を設け、生活の中に音楽が共にあ

ることで、いかに日常生活が豊かになってきたか、そして現在も継続している音楽活動を通した社会との繋

がりについてのお話ししてくださいました。 
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すべての地域住民を対象としたワークショップ II 

「誰でも楽しめる音楽コミュニケーション —音で遊ぶ、音で学ぶー」 

講師：昭和音楽大学准教授 二俣 泉 
 

日時：２０１９年１1月８日（金）    時間：１８：３０～２０：４０ 

場所：香椎副都心公共施設 なみきスクエア音楽練習室（福岡市東区） 

参加者：地域住民など約３２名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 



 

＜＜参加者の様子＞＞ 

講師の先生の指示に沿って積極的に音楽活動に参加してくださいました。楽器も沢山ディスプレーされてい

て、参加者の方も珍しい様々な楽器を自由に鳴らしてみたりして楽しんでいる様子でした。今回のワークシ

ョップについてMLAP連携協議会一山委員から「・まず先生がとても明るく優しくユーモアがあること・・・

音楽療法士が明るく元気に楽しんで歌っているのを見ると自分もやってみようかという気持ちになってく

る ・関わり手が参加者を導いていくことができる ・子ども、障がいがある方、高齢者の方がやってみた

いと思えること ・興味が湧く、意欲が出る、笑顔、声が自然に出てくる ・相手がいると、より楽しい、

楽しめる、一対一の個別活動・・・関わりが深くなる、親しみが出てくる、一緒に楽しみたい・・・コミュニ

ケーション、社会性の向上、余暇活動の充実」とのコメントがありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは１５名の方が回答してくださっています。「楽しかったですか？」という設問に対して

は「楽しかった」もしくは「やや楽しかった」が１００％、「また、参加したいですか？」という設問に対し

ても、１００％の」参加者が「また参加したい」もしくは「やや参加したい」と回答しています。 

 

  

♪ 初めて参加しました。気付いたらいつも笑顔でパワーがわいてくるような会でした。ありがとうございました。 

♪ とても楽しかったです。人生の中で楽しいものの一つに音楽があると良いなと思います。そのためにどうしたらいい

のかと思います。 

♪ 楽器をさわれて楽しかったです 

♪ 特別な知識が無くても分かりやすく参加する楽しさがあり、来て良かったです。人との関わりの中で活かせることが

ありそうです。不登校の子が音楽を通して自信を取り戻した経験があります。同じ悩みを持つ親御さんのために思春

期の子ら対象にも広がってほしいと思いました。 

♪ とても楽しいひとときでした。自分自身が音楽を楽しむということを忘れていたなと感じました。あらゆる人に生涯

音楽プロジェクトっていいですね。機会があればまた参加したいと思います。 

♪ いつも大変楽しくて有意義な企画を誠にありがとうございます。非常に勉強になりました。 

♪ 実際に身近に実践できることもたくさん教えて下さりとても参考になりました。 
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♪ いろんなことができたから楽しかったです。 

♪ 楽しいワークショップでした。ありがとうございました。子どもたちと音楽を通じてもっとコミュニケーションをと

っていこうと思います。 

♪ 二俣先生、いつも感激しています。 

♪ 今回は飛び込みだったので少しの時間しか参加できませんでしたが、次は最初から参加してみたいです。 

♪ 音楽療法を実際に体験することが初めてで楽しく思いました。「音」「音楽」は世界共通の言語ですね。他人を責める

ばかりの現代社会と違い絶対に他人を傷つけることのない人を心地よくさせる言語ですね。 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

参加者にとっては、とても高い満足感を感じていただいたという結果になった。MLAPの活動にも興味を抱

いてくださっている参加者も少なくない事が分かったので、今後このデータをMLAPPERS発掘の活動に繋

げていきたいと考えています。 

 

＜＜連携＞＞ 

障がいとともにある本人やその保護者の方、地域施設利用者や地域住民の方々、また専門家の方などにも広

く超参加型音楽イベント MLAPの存在を知っていただく事になり、将来 MLAPPERSとして一緒に活動を

してくださる MLAP の活動に興味を持った専門家の方の啓発と発掘にも繋がっていく企画ではなかったか

と考えています。 
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＜＜概要＞＞ 

障がいのある人の学卒後の暮らしや地域とのかかわりの現状を知り、課題を浮かび上がらせ、課題に対して

MLAPの音楽活動が有効であるか、さらに有効にするための取り組み方を協議しました。 
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超参加型音楽イベント — シンポジウム 

 

日時：２０１８年１２月５日（水）   時間：１８：３０～２０：３０ 

場所：福岡市民福祉プラザ ２０１号室 （福岡市中央区） 

参加者：学卒後の障がいのある人の暮らしを豊かにしたいと思う地域住民など

約２０名 

 

コーディネーター：米倉 裕子 氏  MLAPコーディネーター・音楽療法士 

シンポジスト１： 水野 英尚 氏  地域生活ケアセンター小さなたね所長        

シンポジスト２： 白川 弘子 氏  福岡市立特別支援学校博多高等学園 

                  教員 

シンポジスト３： 古長 美知子氏  共同生活援助事業所 理者 

指定討論者：   米倉 裕子 氏  MLAPコーディネーター・音楽療法士      

司会：      下山 いわ子氏  福岡市手をつなぐ育成会保護者会会長 

 

 

すべての地域住民を対象とした学習会－シンポジウム I 

「学卒後の障がいのある人の暮らしと地域とのかかわり 

～音楽活動のある暮らし～」 
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６８ 

日時：２０１９年１２月２１日（土）   時間：１０：００～１２：００ 

場所：福岡市立博多小学校 表現の舞台（福岡市博多区） 

参加者：地域住民など約１６名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 

 

コーディネーター：野口 信介 氏 福岡市発 教育センター所長  

シンポジスト１： 日隈 富貴雄氏 社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会    

指定障がい福祉サービスひまわりパーク上牟田施設長     

シンポジスト２： 中村 成吾 氏 福岡大学３年同大学ボランティアサークル元在籍     

シンポジスト３： 大神 和恵 氏 重度の知的障がいのある子どもをもつ保護者 

シンポジスト４： 下山 大地 氏 重度の知的障がいのある本人        

指定討論者：   米倉 裕子 氏 MLAPコーディネーター・音楽療法士      

司会：      下山 いわ子氏 福岡市手をつなぐ育成会保護者会長    

 

すべての地域住民を対象としたシンポジウム II 

「音楽で変わる！音楽でつながる！ 

   心地よい地域共生社会のコミュニティ構築を 

     —超参加型音楽イベントMLAPがかけ橋にー」 



 

＜＜概要＞＞ 

すべての地域住民を対象に、コーディネーターに福岡市発 教育センター所長の野口信介氏、指定討論者

としてMLAPコーディネーター・音楽療法士の米倉裕子氏を置き「音楽で変わる！音楽でつながる！心地

よい地域共生社会のコミュニティ構築を—超参加型音楽イベントMLAPがかけ橋に—」というテーマでシ

ンポジウムを開催しました。 

１人目のシンポジストとして、指定障がい福祉サービスひまわりパーク上牟田施設長日隈富貴雄氏より、

今年度における超参加型音楽イベントMLAPと施設利用者との出会いから、継続してMLAPに参加する

ことによる施設利用者の行動の変化についての報告をしていただきました。利用者が日頃見せない積極的な

姿勢を見せたり、聴覚障がいのある方は最初は全く興味を示さなかったが、一度体験した後は、とても楽し

かったのでもう一度体験したいと変わり、利用者の方がMLAPの活動を心待ちにするようになったという

様子を映像で紹介されました。また、課題としてこの実践研究の期間終了後をどのように実践していくの

か、例えば申込の窓口はどこにするのか、謝礼はどうするのか、など課題の提言もありました。 

 ２人目のシンポジストとして、福岡大学３年同大学ボランティアサークル元在籍の中村成吾氏より、

MLAPの活動にボランティアとして参加したその経験から本人の思いについて述べていただきました。ボ

ランティアで障がい者とかかわるまでは、障がい者を避けていたところがあったが、MLAPをはじめいろ

いろなところでボランティア活動をして障がいのある人たちとかかわって、知ることで、自分たちと変わら

ないことや、子どもたちがMLAPをとおして成長する姿をみていると、今まで障がい者とは高い壁がある

と感じていたものが低くなり、一緒に活動することが楽しくなった、障がいのある人たちが MLAPをとお

してコミュニケーション力が高まるというような成長を感じるとともに、自分自身の包容力がついているな

ど、人として成長を感じている、今後、社会に出ても今の活動が役に立つと思う、という発表でした。ま

た、障がい者を知らないと避けてしまうこともわかるので、MLAPのように自然と障がい者と知り合える

場は非常に意義がある、との発言もありました。 

     ３目のシンポジストとして、重度の知的障がいのある子どもをもつ保護者である大神和恵氏より、ご家族

の不幸な出来事でご本人の気持ちが落ちこんでいる時にも、継続して参加している音楽療法のグループ活動

には休まずに行く事ができた、というエピソードをお話ししてくださいました。学校や家庭でも様々な要因

で落ち着かない状態であっても、MLAPの参加は、本人も意欲的になり、落ち着いて楽しんでいる様子が

見られる、ただ、今は保護者が連れて行って参加できるが、保護者が連れていけなくなった時でも参加がで

きるように身近な場所で、安心して参加できるような場が広がることを願っている、という発表でした。 

     ４人目のシンポジストとして、重度の知的障がいのあるご本人の下山大地氏より、継続して参加している

音楽療法のグループ活動や超参加型音楽イベントMLAPにボランティアとして参加している気持ちと、こ

れからも継続して活動をしていきたい、という気持ちを話してくださいました。 

参加者からも、MLAPのような場が広がることを願っている、そのためには、行政や地域が障がい者と知

り合い、協力し合うことが必要などの意見や感想がありました。 

 

６９ 



最後に、コーディネーターの野口信介氏よりまとめとして、音楽というツールやMLAPの実践活動の有用 

性は明らかであったので、このMLAPの活動が、多くの人に周知され、いろいろな人が連携し、身近な場所

でMLAPが実践されるようになると、人と人とのかけ橋となれるのではないかと想像できる、研究事業とし

ては、この想像を実現するように根拠をもとに実証できるよう、実践を計画的に広げ進めなければならない、

と締めくくられました。 

 

＜＜参加者の様子＞＞ 

参加者は１５名ほどで、みなさんとても熱心に報告を聞いて活発な意見を出してくださいました。このワー

クショップについてMLAP連携協議会一山委員から「・発語が難しい息子さんが安心して参加できる場であ

る ・非常に辛い状況に置かれていても、MLAPに落ち着いて参加できる ・親御さん、家族、息子さんご 

本人にとって守られる場所 ・全ての人たちにとって有意義な場所 ・障がいがある方と初めて交流してと

ても勉強になった」とのコメントがありました。 

 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは１２名の方が回答してくださっています。シンポジウムが良かったと答えた方が  

１００％で、超参加型音楽イベントMLAPに参加したいと答えた方も１００％でした

  

♪ このような活動があると今回初めて知りました。ワークショップに少しですが参加できて楽しかったです。まずは口

コミで広めたいと思いました。ホームページもあると良いですね。（あったらすみません。） 

♪ 表現の舞台はスクリーンが大きくて見やすく自由に着座できるのも堅苦しくないシンポジウムになって良かった

（ち っと冷えましたが）。楽しむことが大事。継続することが障がい者や地域にとってもプラスになる。広げる、 
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続けるための発展的な課題を知ることが出来た。 

♪ またたくさんの地域で催しが開催されることを望みます。 

♪ ＭＬＡＰに参加した学生 が次回の活動参加を楽しみにしておりました。いつもありがとうございます。 

♪ 初めて参加しました。初めて知ったのでＨＰとかあると拝見したいです。 

♪ 様々な分野のパネラーの方のお話が伺えてＭＬＡＰについて理解が深まりました。ありがとうございました。 

♪ もっと多くの方が参加されたらと思いました。 

♪ 地域共生社会作り具体的なツールになり得ると感じる。音楽の力はすごい！ 

 

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

超参加型音楽イベントMLAPに興味があるかもしくは既にかかわった経験のある方が来てくださっていた

せいもあり、高い評価をもらえたと考えられます。 

 

＜＜連携＞＞ 

実際に超参加型音楽イベントMLAPに様々な形で参加してくださった方たちやその施設の方からの報告で

あったことから、誰でも参加可能な音楽イベントを介した共生社会の実現という MLAPの方向性もしっか

りと見据える事が再確認できて、連携の糸が更に強くなったように感じました。 
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日時：２０２０年１１月２９日（日）   時間：１０：００～１２：３０ 

場所：福岡市民福祉プラザ ５０２・５０３研修室 （福岡市中央区） 

   及び オンライン参加 

参加者：会場参加 福岡市議会副議長、地域住民、障がいのあるご本人、福祉

事業所・幼児施設職員など ２７名、  オンライン参加 ９名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 

 

コーディネーター：野口 信介 氏 福岡市立東福岡特別支援学校長  

シンポジスト１： 日隈 富貴雄氏 元社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会    

指定障がい福祉サービスひまわりパーク上牟田施設長     

シンポジスト２： 牟田 智佳 氏 福岡市博多区保健福祉センター福祉・保険介護保

険課長     

シンポジスト３： 日高 徹  氏 福岡市立屋形原特別支援学校長 

シンポジスト４： 下山 いわ子氏 重度の知的障がいのある子どもの保護者        

実践報告：    米倉 裕子 氏 MLAPコーディネーター・音楽療法士      

司会：      本山 悦子 氏 福岡市手をつなぐ育成会保護者副会長    

 

 

 

すべての地域住民を対象としたシンポジウム III 

「MLAPシンポジウム２０２０ 

音楽で変わる！音楽でつながる！ 

心地よい地域共生社会のコミュニティ構築を 

     — 超参加型音楽イベントMLAPがかけ橋に ー」 

 

７３ 

 



 

＜＜概要＞＞ 

すべての地域住民を対象に、「音楽で変わる！音楽でつながる！心地よい地域共生社会のコミュニティ構

築を—超参加型音楽イベントMLAPがかけ橋に—」というテーマでシンポジウムを開催しました。過去 2

回実施したシンポジウムと大きく違う点は、今年度は会場参加に加えてオンライン参加の方もおられたとい

うことです。オンライン効果もあったのか、過去最高のシンポジウムの参加人数でした。 

シンポジウムでは、コーディネーターに福岡市立東福岡特別支援学校長の野口信介氏、シンポジストに元社 

会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会 指定障がい福祉サービスひまわりパーク上牟田施設長の日隈富貴雄氏、

福岡市博多区保健福祉センター福祉・保険介護保険課長の牟田智佳氏、福岡市立屋形原特別支援学校長の日

高徹氏、重度の知的障がいのある子どものつなぐ育成会保護者副会長の本山悦子氏にお願いをしました。 

MLAPコーディネーターの米倉裕子氏の実践報告の後、それ れのシンポジストが施設の立場から、保護

者の立場から、学校関係者の立場から、行政関係者の立場からMLAPの良さ・価値・参加して課題だと感じ

ていること・運営側の難しさ・参加者の難しさ等についての意見を述べた後に、質問形式によるディスカッ

ションが展開されました。会場からの意見やコメントなども加わり、活気がある中にも和気あいあいとした

明るい雰囲気の中、シンポジウムの幕が降りたように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日の会場準備の様子 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 
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終了後のアンケートは２５名の方が回答してくださっています。シンポジウムが「良かった」、もしくは

「やや良かった」と答えた方合わせて１００％で、超参加型音楽イベントMLAPに参加したいと答えた方

は、「参加したい」と「やや参加したい」と答えた方合わせて８８％でした。 

 

♪ MLAPの今後について様々な意見が聴けて良かったです。ムラッパーとしてこれからも活動を継続していければと

思います。貴重な時間をありがとうございました。 

♪ 実際に撮 した動画が流れ、会場の皆さんの行動が変化していること、動画を撮って良かったなと思いました。（最

初は動画を撮ることに抵抗がありましたが...）改めて MLAP の活動、音楽がなぜこのプロジェクトを動かしている

のか、現状と共に理解することが出来ました。今後、今日のシンポジウムをもとに活動を見直しながら実施していけ

たらと思います。 

♪ コロナ禍で活動の場を求めている演奏家も多くおられると思うのでコラボでやって障がいのない方にも興味を持っ

てもらうのはどうでし うか。PTA の研修、講演などで MLAP を取り入れ、保護者も子どもも楽しめる障がいの

ある方とも交流するというのはどうでし うか？ 

♪ 今後も末長くMLAPが続いていく役割が大きいと思いました。これからもどう 宜しくお願いいたします。西短会

場ご活用ください。 

♪ 三年間の活動の振り返り、今後の課題の確認、共有ができてよかったです。MLAPを広めていきたいと思います。 

♪ 友人からはMLAPのことを聞いていましたが、今回シンポジウムに参加してみて障がいのある息子と障がいのない

き うだい児 2人とも楽しめそうな内容だと思ったので是非参加したいと思います。また自身が就労継続支援 B型

の作業降りますので所に務めておりますので、レクレーションなどで他の職員へ紹介したいと思います。 

♪ ありがとうございました。私もムラッパーズの仲間入りができるように学んでいきたいと思います。 

♪ 初めて知る事が多くありがたかったです。私は未就学児に関わっているのですが、小さな子どもでも楽しめそうだと

感じました。保育園や幼稚園の頃からの入りもありだと思いました。"はじめの一歩"としては公園など野外もありか

な...？!と。天候には左右されますけど。 

♪ 初めて参加したのですが、正直まだ理解できていません。今後機会があれば研修会等に参加して少しでも分かるよう

に勉強していきたいです。 

♪ 私前回一山先生からの呼びかけでふくふくプラザの 1F で参加させて頂きました。私も長年ボランティアに参加し

て来ましたが、シンポジウム 2020参加も楽しい日を過ごさせていただきました。また違ったことを聞くことが出

来ました。勉強になりました。 

♪ 公民館講堂を活用して近隣の障がい通所施設の方々や地域高齢の方々も含めてMLAP音楽会が催せたらいいのにと

思っています。（現実にやられているのかも） 

♪ 公民館での活動は意義があると思います。 

♪ 息子が 5 歳で発 障がいです。保育園に通っていますが音楽発表会があり参加できずにいます。音楽を楽しむとい

うよりはさせられる、教えられて間違うと怒られる、見られるのが不安、先生が怖い...と。皆で集まり楽器が用意さ 

  れていると逃げてしまうようになりました。ムラップに保育園に来て欲しいです。 

７５ 



 

♪ 留守家庭子ども会の支援員をしているので、各小学校の中に留守家庭子ども会も入れてもらいたいと思いました。学

校だと大規模になりすぎるかもしれないし、どこかの学年だけになるかもしれませんが、留守家庭は 1〜6年がいて

支援級の子やいわゆるグレーゾーンの子もいます。子ども未来局に是非MLAPを伝えて活用をお願いして欲しいと

思います。 

♪ お誘いいただいたきっかけで参加しましたが、とても感謝しています。音楽の楽しみで人と繋がるという考えにとて

も共感できました。私は今宮崎、都城のろう者の集まりでミニバレーをやっています。私自身はバスケ、スケボー、

釣りなど、楽しいことをするのがとても好きです。難しいこともたくさんありますが、上手くできたと思えた時が、

一番楽しいと思える瞬間だと感じています。音楽を使った楽しみをろう者のみんあに伝えて一緒に楽しめたらと思

います。 

♪ 今回 MLAP の活動を初めて知りました。“音楽を通してコミュニケーション・関わりの楽しさを学べる”といった

視点は気に留めた事がなかったので、ハッとさせられました。 

  

＜＜アンケート調査結果よりの考察＞＞ 

昨年度に べて参加者が多かったせいか、多様な意見を聴くことができました。概ね感触が良く、サポーテ

ィブな意見が多かった様に感じました。ひとつひとつの意見を大切に受け止めて、今後の活動に生かしてい

きたいと感じています。また、その他の感想として、感染症対策がされており、安心して参加できた、や、

難聴であったが、チャットで対応してもらい、参加できて良かった。また、リモートに慣れてなかったが、

対応してもらえて、参加することができて良かった、などの今年度のコロナ禍ならではのご意見もいただく

ことができました。 

 

＜＜連携＞＞ 

教育現場でのカリキュラムや青年学級での活用などに取り入れることで、卒後の活動につながるのではない

か、という具体的な意見や公民館と PTAとの併催だと広まるのでは、といった認知度を上げるために有効

なこれからの連携についての意見を大切にして、ひとつひとつ実現していけたらと感じました。 
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＜＜概要＞＞ 

 障がいの有無によって分け隔てられることなく、誰もが生涯にわたって楽しみや生きがいのある生活を追

求できる社会、誰とでも学び合うことができる社会を創るために、私たちはそれ れの立場で何ができるの

かを、実践発表やトーク・セッションをもとに、「学校卒業後の障がいのある人の生涯学習」の充実について、

参加者の皆さんと共に考える１日というキャッチフレーズで、宮崎県と文部科学省主催でオンラインで実施

されたコンファレンスに、MLAPコーディネーターの米倉裕子氏がMLAPの実践発表として、「儘でいい！

儘がいい！超参加型音楽活動 MLAP の実践報告－ダーバーシティからインクルージョンへ！バウンダリー

からの解放感を経験しながら誰でも誰とでも楽しく学べるやみつき必死の超参加型音楽活動 MLAP の３年

間の実践報告と、ネクストステージに向けてのパラダイムを提案する—」のタイトルで実践報告を担当し、

福岡市手をつなぐ育成会保護者会長の下山いわ子氏が、「擬似体験ミニ講座—いろいろな感じ方を感じてみよ

う—」を担当しました。 

 オンラインによる実施で、今回は西日本短期大学のご協力をいただいて、一山委員、山本委員のサポート

の元で、コンファレンス参加が可能になりました。 

７８ 

令和２年度「共に学び、共に生きる共生社会コンファレンス」
（九州・沖縄ブロック） 

 「誰もが、共に学び、生きる社会」を創るために、
私たち一人一人にできること」 

日時：２０２１年１月２３日（土）   時間：１０：００～１６：００ 

場所：オンライン 

参加者：文部科学省 障がい者学習支援推進室 

    宮崎県 教育庁生涯学習課 

 霧島おむすび自然学校（宮崎県小林市） 

  株式会社グローバル点クリーン（宮崎県日向市） 

 長崎大学医学部保健学科（長崎県） 

 福岡市手をつなぐ育成会保護者会（福岡県） 

 九州大学大学院人間環境学研究院 教授 岡 幸江 氏 

主催：宮崎県、文部科学省 

２０１９MLAP実践報告会 １０ 

 

コンファレンス 

 



 

 参加者の見つめる方向が一緒だったせいか、参加されている皆さんの温かい雰囲気が画面の向こうから伝

わってくるような、そんなコンファレンスだったように感じました。超参加型音楽活動MLAPも下山氏の擬

似体験の評判もアンケートを見るとポジティブに受け入れてくださっている方が多い様に感じました。オン

ラインの良いところは、想像もしなかったような遠隔の方が MLAP に興味を持ってくださってコメントを

くださったりといいう広報力の凄さでし うか。また、MLAP動画を観ながら一緒に身体を動かしてくださ

っていたコンファレンスに参加していた方全員が、その瞬間は画面の向こうで一緒に「ＭＬＡＰＰＩＥＳ」

になっていたんだろうな、と想像すると嬉しくなりました。 

コンファレンス参加者の皆さま、また、宮崎県の担当の皆さま、大変お疲れ様でした。これを期にこれか

らもどう よろしくお願いいたします。 

 

＜＜「福岡市手をつなぐ育成会保護者会」の発表に対する感想、メッセージ等＞＞ 

 

【実践発表に対して】 

♪ ムラッピー！とても楽しそうだと思いました。障がいの有無に関わらず音楽に関われる場が設けられていて、生涯学

習の機会の提供だけでなく、地域の人たちとのネットワークづくりにも寄 していて、とても素敵な活動だと感じま

した。 

♪ 音楽を通して支援の輪を広げようとしていることがよく分かった。 

♪ 音楽療法の進化系。 

♪ 毎日多忙な生活を送っていらっしゃると思いますが、障がいについて社会に理解を深めてもらうための活動に活発

に意欲的に取り組まれており、感銘を受けました。もっともっと実際の活動を知りたいと思いました 

♪ 音を楽しんでいる姿に感動した。 

♪ むらっぷー！で始まって音楽を通して交流や育成をされているスタッフのみなさん、熱いものを感じました。これか

らも頑張って欲しいと思います。 

♪ 参加された方が皆、楽しかったと感じられるところが素晴らしいと思います。 

７９ 



 

♪ 音楽の持つ可能性について深く考えるきっかけとなりました。コロナ禍の中、活動にも制限があり大変だと思いま

す。一日も早く収束しみんなで笑い合える日がきますように。 

♪ 音楽でつながる大切さを改めて知った。音楽の大切さを今まで軽く見ていたので、今後はしっかりと見つめ直し、み

んなが笑顔になる理由を見つけようと思う。 

♪ 音楽というみんなが楽しめるツールを用いた生涯学習で、みないきいきとしていた。行政の関 が少し気になった。 

♪ 素晴らしい取組で、こうした取組がたくさん増える日本でありたいと思った。 

♪ 皆で声を出して歌うことはとても前向きになれるのにコロナ禍で最も自粛対象となってしまう活動で大変残念です。 

♪ とても素敵な活動だなぁと思いました。コロナ禍の中でどう活動していくか、どんな活動ができるのか、悩ましいか

と思います。こんな時代だから必要な事、できる事を考えてみたいと思います。 

♪ 楽しく聞かせていただきました。音楽ってやっぱりステキですね。このコロナ禍においては様々な困難もあるかと思

います。それでもそこから動画を作成したりなどできることを模索して実行していく行動力はすばらしいと思いま

した。現状に手をこまねいているだけでなく、力に変えていくことができるのは日頃から続けるための努力をされて

いる証拠だと思います。私もパワーと笑顔をいただきました。 

♪ 素晴らしいご報告をありがとうございました。音楽は柔軟なツールであり、どのような特性をお持ちの方も広く楽し

める人類に共通のツールであることを改めて感じました。障がい者の方々の余暇活動として取り入れられることも

多いですが、音楽を聴くのみにとどまってしまうなど、受け身的に楽しまれる方も多い中、主体的に取り組む姿勢を

大切にされていることが特に印象的でした。また、地域の方々との交流を、音楽を通して推進されているグループは

まだ少ないと思いますので、今後も現在取り入れられている配信の活動も継続されて欲しいと感じました。 

♪ 素晴らしい発表にわくわくしました。私 も是非是非取り組みたいと思いました。 

♪ 企画者が楽しそうに取り組んでおられたのがとても印象的でした。この場があることで、救われたり、この場をとて

も楽しみにしたりしている方もとても多いと思います。音楽を通してみんなで楽しもう！というのがとても良いと

思いました。 

♪ MLAP の名前に込められた方針をしっかりと体現されているところが素晴らしいと思います。大変なことをされて

いるのに参加者はもちろんスタッフも楽しそうにされているのが印象的でした。 

♪ MLAP の超参加型音楽活動の話を聞いて、音楽の力の素晴らしさがたくさん詰まっていて、障がいのあるなしに関

わらないMLAPの活動を聞いて楽しい気持ちになった。ありがとう！むらっぷ〜♡ 

♪ 自分たちの地域にもあったらいいと思いました。 

♪ 実践が「障がいのある人」「障がいのない人」それ れに変化をもたらしている点や、「音楽」というツールだからこ

そ「楽しみ」が多く、自然とコミュニケーションの壁を越えやすいという点など、とても良い実践だと思う。こうい

った取組を行政が支援する（しやすい）仕組みがあれば良いと思う。 

♪ MLAP の超参加型、いいですね。拝見していて、ムラッパーズ（よく訓練された音楽療法士さん）の方々の力が大

きいんだなと感じました。音楽はどんな人でも楽しめる世界共通語ですが、周りを巻き込んでいく力によって、結果

が変わってくるような気がします。いろんな地域でムラッパーズ養成講座を開いていただいて、事業終了後もこの活

動が広がっていくといいなあと思いました。よろしくお願いします。 

８０ 



 

♪ 音楽は素敵です。私もコロナ禍の中、いろいろな音楽を聴いて何度も涙を流し、元気になりました。障がいのあるな

しに関わらず、ふれあいながら人と人がつながっていく活動をずっと続けてください。 

♪ MLAP の取組、楽しく拝聴しました。コロナ禍の状況で非常に活動しにくいと思います。今後のすばらしい活動に

期待しています。 

♪ 音楽という、様々な壁を越えていける自由な存在が、MLAP そのものであるように思います。質問でも挙げさせて

いただきましたが、MLAPがもたらす成果がもっとお聞きしたかったです。 

♪ 空気を作ることのプロが緻密な計算を に実践をされておられて、人間愛に溢れた発表でした。刺激することで脳が

活性化されて、自発的な行動が取れるようになり、しかも楽しい、気分がいいから習慣性にも繋がるいいことづくめ

です。動画配信は在宅者にも嬉しいです。 

♪ 「音楽」が持つ様々な可能性を改めて感じました。何をするにも元気は大切だと改めて感じました。 

♪ 音楽が人に える  、すばらしいです。無理のない参加ができるMLAPは今後も継続していくのでし う。地域

住民とともに活動することで障がいへの理解が進むこと間違いなし、ヒントになります。 

♪ むらっぷのユニークな活動に刺激をいただきました。音楽が人の心をほぐしたりコミュニケーションツールになっ

たりする等さまざまな効果を見聞きします。取組の中での効果（成果）として、印象に残っているエピソードや、効

果を実感した参加者の変化、活動への反 等、聞かせていただけますか？ 

♪ 歌う、演奏、ダンス、みんなが英雄でした。    ▶むりなく、楽に、楽しく、続けられる、プログラム、この言 

の中に、いろんな思いが詰まっているんだろうなあと思いました。音楽活動の効果や可能性を理解することができま

した。 

♪ 音楽療法を行いつつ地域の活性化もしていて楽しそうだなと感じました。これからも動画を見たりしていろんなと

ころを取り入れていきたいです。 

♪ 多様な方の参加があり、素晴らしい活動だと思いました。コロナの  で密な音楽会ができなくなっていることが非

常に残念ですね。参加者が主催者側になっているということも素晴らしい活動の現れだと思いました。ボランティア

活動がどんどん広がっていくと良いですね。 

♪ ＂むらっぷ～♪”＂超”参加型音楽活動、その人なりに参加している、ではなく〝超”参加している、という表現に

示されているように、形は違えど、本当に皆さん生き生きと楽しそうに活動している様子が印象的でした。いかなる

環境においても柔軟に対応できる音楽プログラムの魅力を感じました。宮崎でも＂むらっぷ～♪”が開催されるとい

いなと思います。ありがとうございました。 

♪ 誰でも参加しやすいので、地域の方々との交流、繋がるきっかけ作りとしても良い活動だと思いました。 

♪ 諸塚村では、保育所、幼稚園児に音楽療法を定期的に行っています。必要があれば小学生にも行っています。音楽療

法は様々な効果があるとされています。改めて音楽の魅力を実感しました。 

♪ 当事者も主催者も、保護者も、みんな楽しい。素敵だなと感じた。 
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＜＜ 下山いわ子氏の擬似体験ミニ講座 ＞＞ 

 

 

 

 

 

 

【擬似体験ミニ講座に対して】 

◆ とてもおもしろく、人それ れの感じ方の違い、しっかりと具体的に伝えることの大切さを再確認しました。 

◆ 「擬似体験」は勉強になりました。「ち っと」「ちゃんと」気を付けます。熊本の方の一晩飲まず食わずの事例はと

てもショッキングでしたが、有り得るなと考えさせられました。 

◆ 「擬似体験ミニ講座」とても参考になりました。「ちゃんと」などほんとによく使っているので、しっかり考えて対

応しなければと反省しました。 

◆ 擬似体験ミニ講座ではあいまいな表現で伝えるのではなく、相手にわかりやすい言 で伝えることの大事さを再認

識させられた。 
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 い い              

                 い  

 



 

◆ 擬似体験ミニ講座での「ち っと」「ちゃんと」とてもためになりました。事業の中でも、家庭の中でも気を付けて、

簡潔にわかりやすくを心がけていこうと思います。 

◆ 理解が難しい方の感じ方を分かりやすく伝えていただき、具体的な指示が良いと分かっていながらもなかなか実践

できなかった私にとってとても参考になりました。ありがとうございます。 

◆ なるほどと感心しきりで、さらに全国に発信していただきたいと思いました。 

◆ 言 を絵で表すゲームで、自分が抽象的な分かりにくい言 をたくさん使っている事に気付かされました。ありがと

うございました。 

◆ 当事者の視点で考える発表がとても参考になった。 

◆ 同じ単語でも人によって捉え方も様々であいまいな言 が難しい知的や発 障がいの方に話すときは具体的に話す

ことを意識したいと思った。 

◆ 発 障がいや知的障がい者に『あいまいな言 』を使わないということは理解していても、それを具体的に他者に伝

える事って難しいと思っていました。楽しく体験できますし。使わせてもらいます。ありがとうございました。 

◆ 「疑似体験ミニ講座」当事者の混乱する状況を実感する体験として、とても印象に残りました。福祉教育実践で、「違

いを認める」ということを伝えていますが、その前に、「違いを実感する」という学びの機会になると思いました。

（早速ですが４回ほど関係者に同じ体験をしてもらいました。※障がい児者だけではないような気が…） 
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１．参加者によるMLAP体験 

２．はじめのことば   

３．連携協議会委員代表 挨拶 

  福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課長 牟田智佳様 

４．連携協議会委員 紹介・自己紹介  

５．報告                

（１）経緯説明 

（２）報告 

報告者：コーディネーター 米倉 裕子氏（音楽療法士） 

６．質疑応答、感想           

７．終わりのことば        

 

 

 

 

文部科学省実践研究事業２０１８MLAP実践報告会 

 障害者の多様な学習活動を総合的に支えるための 
  参加型音楽活動を軸とした実践研究 

 

日時：２０１９年２月２７日（水）   時間：１８：００～２０：００ 

場所：福岡市市民福祉プラザ ２０１会議室（福岡市 中央区） 

参加者：MLAP連係協議会委員          １１名 

LINKSメンバー（MLAP連係協議会委員ではない） １名 

MLAP関係者               １名 

２０１９MLAP実践報告会 １０ 

 

MLAP実践報告会  
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連携協議会委員でMLAP体験。楽器を使ったり、楽器を使わない体験も実施しました。 

           委員メンバーのまじめな顔が、笑い声でいっぱいになりました。 
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１． はじめのことば      下山 いわ子氏 

２．  調講演「福岡市の障がい者生涯学習の現状と今後の展望」 

        福岡市教育委員会生涯学習課 課長 牟田 智佳 氏 

３． MLAP体験        米倉 裕子 氏 

４． 実践報告         米倉 裕子 氏 

５． 「フレンドホームの活用と 2年連続してのMLAP実践について」 

福岡市城南フレンドホーム 生活指導員  清家 信二郎氏 

６． 「利用者の方や職員の方の変化」 
社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会    
指定障がい福祉サービスひまわりパーク上牟田施設長 日隈 富貴雄氏 

７． 「MLAPに参加して」 

西日本短期大学 教授 一山 幸子 氏  

８． 総括                        日髙 徹   氏 

９． 終わりのことば            下山 いわ子氏 

 

８８ 

日時：２０２０年２月８日（土）   時間：１０：００～１２：００ 

場所：福岡市市民福祉プラザホール（福岡市 中央区） 

参加者：関係者・地域住民など 約７０名 

後援：福岡市・福岡市教育委員会 

文部科学省実践研究事業２０１９MLAP実践報告会 

あらゆる人に生涯音楽プロジェクト 

 調講演「福岡市の障がい者生涯学習の現状と今後の展望」 

     福岡市教育委員会生涯学習課 課長 牟田 智佳 氏 



 

       

 

 

参加してくださった方々： 

文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支援推進室 室長補佐 

星川 正樹 氏 

福岡市議会副議長      楠 正信 氏 

福岡市議会議員福祉都市委員会委員長    大坪 真由美 氏 

福岡市議会議員福祉都市委員会副委員長    近藤 里美 氏 

福岡市議会議員教育こども委員会    池田 良子 氏 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会    副島 啓一 氏 

       春日 祥子 氏 

       溝口 真奈美 氏 

他、多数の皆様にご来場していただきました。 

ありがとうございました。 
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９１ 

あらゆる人に生涯 音楽プロジェクト

                      
 ムラップ 

                           

             
                

    

              

                               
                                 

  調講演：「福岡市の障がい者生涯学習の現状と今後の展望」

牟田 智佳 氏

福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課長

 実践報告 障がいの有無、音楽経験の有無、年齢、性別、
国籍 などにかかわらず、だれもが参加できる
どんな参加の仕方も尊重される参加型の音楽活動を
軸とした活動

 ち こっとＭＬＡＰ体験

         

     
        
     
        

 
 

 
 

                      

     
                              

                                                  
                                                  
                                                 
                                                 
                                                  
                                                  
                      

          

    



 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある子どもをもつ保護者    本山 悦子 氏 

福岡市博多区保健福祉センター福祉・介護保険課長   牟田 智佳 氏 

西日本短期大学社会福祉学科教授         一山 幸子 氏 

福岡市立東福岡特別支援学校長         野口 信介 氏 

（社福）福岡市手をつなぐ育成会障がい者支援施設福岡ひまわりの里施設長  

                              石井 美紀 氏 

福岡市立東屋形原特別支援学校長    日髙 徹   氏 

福岡市手をつなぐ育成会保護者会会長       下山 いわ子氏  

MLAPコーディネーター・音楽療法士                 米倉 裕子 氏 

 

１． はじめのことば     下山 いわ子氏 

２． 実践報告・具体的なプログラムの紹介 米倉 裕子 氏 

３． MLAP動画体験 

４． 座談             司会： 下山 いわ子氏 

石井 美紀 氏 

一山 幸子 氏 

野口 信介 氏 

牟田 智佳 氏 

本山 悦子 氏 

米倉 裕子 氏    

５． 総括                日髙 徹   氏 

６． 終わりのことば    下山 いわ子氏 

 

 

９２ 

日時：２０２１年２月７日（日）   時間：１０：３０～１２：３０ 

場所：オンライン 

参加者：関係者・地域住民など 約７０名 

文部科学省実践研究事業２０２０MLAP実践報告会 

あらゆる人に生涯音楽プロジェクト 

MLAPがかけはしに！だれもが楽しい共生社会を願って 



 

＜＜アンケート調査結果＞＞ 

終了後のアンケートは１６名の方が回答してくださっています。シンポジウムが「良かった」、もしくは

「やや良かった」と答えた方合わせて８７％で、超参加型音楽イベントMLAPに参加したいと答えた方

は、 

「参加したい」と「やや参加したい」と答えた方合わせて８７％でした。 

       

♪ 本日は大変貴重な講座報告会への参加をさせていただきまして感謝申し上げます。参加理由につきまして、まだ返

信できていなかったのでお伝えします。 

私自身今現在埼玉県の知的障害者福祉施設にて音楽療法士として働いております。昨年５年続けていた高齢者施

設での音楽療法から転職をし障害者音楽療法へ足を踏み入れました。障害者施設にて音楽療法をしながら、ここ

で音楽療法士としてできることはなんだろうなとずっと考えている中で、生涯学習という言 にいきつきまし

た。学校から卒業をし、教育というところから福祉という中に彼らはいます。環境が変わってもずっと学び続け

ていくことができる環境があるといいのではないかと約一年を通して思い始めていました。その中今回の講座に

たまたま行き着き、私のやりたいことへのヒントがあるのではないかと思った次第です。 

   本日参加をして、自分の考えを整理したり、新たな視点での考え方などを学ぶことができました。 

なかなか直接話を伺うことができない、学校長の方や福祉センターの方や福祉大学の教授の方々のお話を聴くこ

とができ有意義な時間でした。また今後機会がありましたら、ぜひ参加をさせていただければと存じます。あり

がとうございました。福岡市手をつなぐ育成会様のますますのご発展をお祈り申しあげます。 

♪ 登壇者の皆様のそれ れの立場からのお話も、大変分かりやすく、また一つ一つに共感を覚えあっという間の 2時

間でした。これからもMLAPが社会に拡がって行くこと願っています。また、機会がありましたら参加させてい

ただきたいと思います。参加させて頂いてありがとうございました♪ 

♪ 以前から音楽療法というものは多少知っているつもりでしたが、さらなる発展形に触れたような気がしました。筑後

市の育成会でも余暇活動の一環としての取り組みも行っていただいていますが、例えばスポーツ教室と融合した形

で音楽に合わせて体を動かすとか、そんなことも良いなあと思ったりしました。実際、音楽が好きな仲間もたくさん

おられます。仲間の「好き」に「手」を加えて、「すてき」な場になったらいいなと思いました。ありがとうござい

ました！ 
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ややよかった

31%

未回答

13%

やや参加

したい

25%

未回答

13%

 しか た 

ですか 

また 

参加したい 

ですか？ 

 
とても良かった 

56% 

参加したい 

62% 



 

♪ 一緒に体験は楽しめたけど、音声が いたり、途切れたりして気になって聞きづらい時があった。実際の経験を聴け

るのはよかった。子供が一緒にいたけど体験のところ誘っても全く反応せずでした>_<リアルを知らないから、知っ

てるものだったら反応したかもですネ。 

♪ コロナ前に会場で体験した時は感動した。周りの人に伝えたいと思っている。コロナ禍の今、言っても仕方ないが、

やはりWEB画面では特に初めての人に伝わりにくいと感じる。いつでも、どこでも簡単に参加できる事は家族や周

辺の方たちにはありがたい活動だと思っている。ホールで体験している長女 42歳は画面には興味を示さなかった。 

♪ 先日はとても有意義な会に参加させていただきありがとうございました。MLAP の存在にもっと早く気付いていた

かった…！というのが率直な感想です。ですが、これからもなんらかの形でMLAPと関わる事ができたらと感じま

した。動画の中で授業で使わせていただきたいアイディアもたくさんありました。 

♪ ところどころ息子たちと一緒に参加、拝見拝聴させていただきました。 

古賀先生たちの「オーシャンゼリゼ♪」の動画が流れ出すと、長男（小学 3年生・重度知的障がい）が私の隣に 

 座り、楽しそうに見入っていました。MLAPを立ち上げ、活動を続けてこられた皆様のお話を伺う事ができ、パワ

ーをもらえました。この活動が継続され、広がり、音楽でいろんな人々がつながれたら素敵だな、と思っています。  

 

♪ MLAP の活動を今回初めて知りました。3 年間の実践研究活動、お疲れ様でした。福岡市手をつなぐ育成会保護者

会様はキャラバン隊の活動も盛んで、下山会長をはじめ、皆様の行動力にすごいなあと思うばかりです。「MLAP」

を通していろんな人が集える場があり、お互いを知ることで相互理解も深まり、とていい活動だと思います。その反

面またこの活動を続けていくという大変さもあろうかと思います。どうかこれからコロナ禍に負けず、リモートプロ

グラムの充実も図り、もっともっと広がっていくことを願っています。貴重な報告会に参加？拝見？させていただ

き、ありがとうございました。 

♪ 実践報告は資料もあり少し簡単でよかったのではないかと思いました。 

各々の会場の雰囲気は画面で十分わかりました。 

♪ 報告会のオンライン配信、ありがとうございました。先生方や保護者の方のお話は具体的で分かりやすく、この研究

事業の意義や、これから進むべき方向が整理され、大変意義深い時間となりまし個人的にも地域でできることのヒ

ントをたくさんいただきました。プロジェクトはこれでひとまず一区切りとなるようですが、ぜひ継続発展してい

かれますことを願っております。本当にお疲れ様でした。 
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♪ 29歳、重度知的障害、発 障害の女性の保護者です。3年間で多岐に渡る取り組みをされていて素晴らしい活動報

告でした。トラブルや困った事案があったのであれば具体的にお話が聞けたらもっとよかったです。卒業した支援学

校には在校生卒業生問わず、参加可能なミュージックケアがありました。いきなり地域…はハードル高い人にはいい

機会でした。総括で日高校長先生が触れてくださっていましたね。親の方としてはどうしても〇〇してあげていると

いう思いになり、結果を求めたり、楽しそうでいることまで要求したりになりがちなのでそんな思いから解放される

場であってほしいと思いました。 

♪ MLAP について初めて知る事ができた。どの社会福祉の場面においても活用できると思う。実現できるようにそう

いうことをより深く学んでいき実践したい。 

♪ 公民館を中心に MLAP を地域へ紹介する事業を考えたいと思います。「障がい」について考える座学講座は、障が

いのない方に向け数知れず実施してきましたが、MLAPで共に参加することによる相互理解以上のものは期待できな

いようにも思います。また、MLAPが障がい者の生涯学習の視点だけではなく、すべての人にとっての生涯学習でも

あるのではないかと考えます。 

♪ これから、公民館や PTAなど、MLAPの活用を検討してもらいやすいように「お試しプログラム（初回限定）」の

ようなものがあれば、いろんなところに周知しやすいなあと思っています。 

例）1時間コース、参加者 20名、コーディネーター、ボランティアスタッフ○名派遣、費用〇〇円（交通費含む） 

※場所の確保、参加者募集などは主催者で実施 

♪ 年齢、国籍、障がい、音楽経験を超えて、「一緒にできる」楽しさがもっと広がってほしいと思います。学校や福祉

施設だけでなく、地域でのイベント（例えば各区の体育館やホールなど広いスペースで、市政だよりを通じての参加

募集をかけるなど）があると、音楽と体を動かす事がセットになって、「音楽はち っと〜」という年配の方や男性

も興味を持たれるのではないでし うか。五感と体感が密着な関わりを持つ事で、素晴らしい開放感を得られる活動

だと思いますので、これからも参加していきたいですし、応援しております。 

♪ 息子が急に部屋から出てきて急に動画に参加しました。たまたま居合わせた父親も驚くほどノリノリでした。 
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♪新聞で告知していただきました。 

当日は、新聞社の方も取材に来てくださいました♪ 
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♪ 作成にあたりまして、音楽療法専修の卒業生たちにご協力いただきました♪ 

９８ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

 

 

９９ 

障がいがある本人を対象とした個人音楽療法＜ほっぷ！＞ 

 

障がいがある１８歳以上を対象とした小グループ音楽療法「ノートン」 

 

実施期間：２０１９年７月～２０２１年２月 

実施回数：２１回 

場所：福岡市立城南障がい者フレンドホーム

内日常生活訓練室（福岡市城南区） 

参加者：個人を対象とした音楽療法希望者 

    ７名（内３名・学卒者） 

実施期間：２０１９年７月～ 

        ２０２１年２月     

実施：２１回 

場所：福岡市立城南障がい者フレンド

ホーム内機能訓練室 

（福岡市城南区） 

参加者：小グループを対象とした音楽

療法希望者３名 

定例実践報告 １ 

定例実践報告 ２ 



 

 

 

 

 

 

 

＜＜アンケート結果より＞＞ 

    

♪ 今年の」音楽療法は楽しかった。来年も参加したいと思います。 

 

 

１００ 

とても楽しかった
91%

やや

楽しかった
3%

未回答
6%

参加したい
80%

未回答
20%

楽しかった

ですか？ 

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会障がい者支援施設 

福岡ひまわりの里における音楽療法（余暇活動） 
 

MLAPとしてデータ収集をした期間：２０１９年１１月～２０２１年２月 

実施回数：３回 

場所：社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会障がい者支援施設福岡ひまわりの里 

   作業室（福岡市西区） 

参加者：施設利用者のうち音楽療法参加希望者 約１０～１２名 

定例実践報告 ３ 

また 

参加したい 

ですか？ 

 



♪今年度は、コロナ禍によって１度も訪問ができなかったので、ひまわりの里の皆さまに

MLAP動画を観ていただいて、アンケートに答えていただきました。♪ 

 

MLAP アンケート ～動画について～ 

Q1. 動画は、何を見ましたか？（該当するものに〇をしてください） 

オーシャンゼリゼ  ・  花は咲く ・  糸   ・   たいこづくり   ・  ぼちぼちいこか  

Q2. 複数の映像の中で、利用者様が一番楽しそうだった活動はどれですか？ 

（該当するものに〇をしてください） 

オーシャンゼリゼ  ・  花は咲く ・ 糸  ・ たいこづくり ・ ぼちぼちいこか 

Q3.利用者の方は、楽しそうでしたか？（実際の感想などがあれば、自由に記入をお願いします。） 

・音と一緒に体を動かすことが一番好きです。 

・手話むずかしいね。 

・楽器の音を聞いて、「あーびっくりした。」 

・楽しかったです。 

Q４．一緒に行っていた、職員の方は、楽しかったですか？（該当するものに〇をしてください） 

とても楽しかった  ・    楽しかった  ・  楽しくなかった  ・  まったく楽しくなかった 

Q５．また、動画を使用したいですか？（該当するものに〇をしてください） 

是非使用したい   ・   使用したい  ・   使用しない  

Q6．動画を見ているときの利用者様の様子に変化はありましたか？ 

（一緒におこなっていたか、じっと見ているだけだったか・・・など自由に記入をお願いします） 

 ・同じ動きをしようと、画面を集中して見ていました。 

・手話は少しむずかしかったようで、画面をみながらウトウトしてしまう利用者もいました。 

 

Q７．その他、何かあれば、記入をお願いします。 

 

 

１０１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

43%

14%
6%

5%
2%

14%

16%

参加するのは何回目ですか

初めて

２回目

３回目

４回目

５回目

６回以上

未回答

役に立ちそう
100%

次回のボランティアで

役に立ちそうですか

役に立ちそう
84%

やや

役に立ちそう
16%

…

日常生活で役に立ちそうですか

定例実践報告 ４ 

大学生を中心としたボランティア養成講座 

実施期間：２０１９年７月～２０２１年２月    実施：１３回 

場所：福岡市立城南障がい者フレンドホーム 日常生活訓練室  （福岡市城南区） 

対象：障がいがある小６までの児童を対象としたグループ音楽遊び「ビートン」のボ

ランティアを対象に実施 

 

実施期間中に、ボランティア講座に参加した人数は、

延べで５６名で、内６回以上参加しているメンバーは

１４％という結果であった。講座の内容についても、

障がいがある小６までの児童を対象としたグループ音

楽遊び「ビートン」のボランティアで役に立ちそうか

という設問については、１００％「役に立ちそう」と

いう結果でした。また、障がいとともにある人との共

生社会についての講座内容については、日常生活でも

「役に立ちそう」または、「やや役に立ちそう」合わせ

てほぼ１００％という調査結果でした。 

MLAPの活動について「興味がある」、もしくは「やや興味がある」と回答したボランティアは合わせて

１００％でした。「ビートン」の活動だけではなく、これから開催予定の超参加型音楽イベント MLAP

の活動への積極的な参加が期待できます。 

 

１０２ 

 

 

 



 

 

 

＜＜アンケート調査結果自由表記より＞＞ 

♪ もっと時間を長くしても良いと思った 

♪ 音楽は誰でものることが出来るので他の色々な人と関わってみたいです。 

♪ 初めて参加して事前準備について考えていなかったのですが次の参加では事前準備をしっかりして取り組みたいと 

思います。 

♪ 接し方が分からず終わったのが悔しいです。 

♪ 今日一緒にビートンに参加した子が目が合わなくてどうしたらいいかな？と考えていたのでよかったです。 

♪ 自分が思っていたよりも子どもたちが元気に歌を歌っていたりダンスをしたり楽器を演奏したりしていてすごく元 

気でした。 

♪ とても楽しく活動できました。 

♪ 安全を配慮すること、周りの人を楽しませられるように視野を広げる大切さを学べました。 

♪ 衛生面や安全面に気をつけて活動していきたいと思いました。 

♪ 初めての参加でなれないこともありましたが私自身も一緒に楽しめたのかなと思います。 

♪ ２回目でとまどうことも多いのですが１回１回の貴重な経験を得て反省して次回の活動に活かしていければいいな 

と思います。 

１０３ 

 

とてもある
36%

ややある
64%

ＭＬＡＰの活動に興味があるか



♪ 子供とのより深い関係、関わりをもつ重要さを学びました。子供が何に注目しているか考えているか子供の目線で考

えることが大切であると思いました。 

♪ 今回は小さな子とのふれあいだったけどもっと広い年代の方ともふれあいをのばしていきたい。 

♪ 子供にリードしてもらう、学生がリードするバランスが大切だと思いました。こどもたちに頼ることで子供の成長へ

つながると思います。 

♪ 自分のサークルにも活かしたい 

♪ こどもの反応一つ一つに意味があって私 の言動一つ一つにも大きな  をもっていると改めて思った。 

♪ 音楽があるからこそ楽しめることもあるのでまた参加したいです。 

♪ こどもとの仲良くなり方など色々知れたので良かった 

♪ 私自身親戚にダウン症をもつ人がいていつもうまく関われていないと感じるので、今回音楽を通して関わり方を学

ぶことが出来た。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０４ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MLAPキャラクター「むらっぷう♪」 

 

 

１０５ 

実施期間：２０１９年７月～２０２１年２月     

実施：  ２５回 

場所：福岡市市民福祉プラザ内音楽室・会議室・和室など（福岡市中央区） 

対象：音楽療法を教育機関で専門的に学んだ経験があり、音楽療法を実践し   

   ている専門家を中心にして 2007年から実施している勉強会で、名 

   称は「博多音楽療法コミュニティーLINKS」、MLAPを実践している 

   「Mrappers」の中心的存在、現在は９名である。 

 

音楽療法士を中心とした勉強会「LINKS」 
 

定例実践報告 ５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

１０６ 

MLAP に連続して参加したひまわりパーク上牟田  
利用者の変化について — ケーススタディー — 
 

MLAPとの交流を通して 
 
福岡市手をつなぐ育成会 ひまわりパーク上牟田 
施設長 日隈富貴雄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３回の実践＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０７ 

保護者との交流 令和元年.8.30 

 

育成会交流事業 令和元年.１１.１４ 

 

 

保護者との交流 令和元年.８.３０ 

 

 

 

     

     

     

     

     

   
         

    

 

育成会交流事業 令和元年.１１.１４ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜職員からの質問に対するMLAP参加利用者の答え＞ 

 

 Q1.楽しかったですか。 A.楽しかった。（全員）（初回も花を楽しいの方に入れてくれました） 

 Q2.上牟田にまた、MLAPに来てほしいですか。 A.来てほしい。（全員） 

Q3.何が楽しかったですか。A.歌、楽器演奏、ダンス（体を動かすもの）、手話の歌  

Q4.また、参加したいですか。A.参加したい。（ほとんど）  

 

 

 

 

 

 

１０８ 

 

上牟田地域交流 令和元年.１１.１７ 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇最初は、「自分は聞こえないから音楽は嫌いだ。」と言っていた。活動に否定的であった。 

 

     

〇手話の歌が楽しかった。太鼓の振動がよかった。 

〇聴覚障がいの方々のために、健常者と共有できる手話の歌やダンスを考えて欲しい。 

〇初めはとても抵抗があったが、楽器に触れ、体に振動を感じ、体を動かすうちに、音楽が好きになった。 

MLAPの活動を心待ちにするようになった。 

 

１０９ 

＜利用者Aさん（視覚障がい）の変化＞ 
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＜利用者 Bさん（聴覚障がい）の変化＞ 

 



 

＜＜職員の感想・意見・変化＞＞ 

 

Q１．MLAPとの交流は利用者にとって良かったですか？ 

A   ・全員が「良かった」と回答 

  ・参加型で楽しめた。一人一人が主役なれる。活動が解りやすい。どんな年代でも対応できる。 

   音楽はきくだけではない。 

 

Q2. MLAPの活動を通して利用者の変化はありましたか？ 

A  ・自分から手を挙げて参加した。笑顔がたくさん見られた。 

・MLAPの方から声をかけて頂いてから意欲的になった。 

・何事にも積極的ではないが、楽器を持って主体的に参加していた。 

 

Q３. MLAPとの交流は続けたいですか？ 

A. ・全員が継続的な交流を希望している。 

 

Q４. MLAPとの交流で気になることは？ 

A ・活動内容（選 やプログラム等）はどのように決めているのか。 

・相手のニーズはどのように把握されているのか。 

・障がいの特性に合わせた対応はどのように工夫されているのか。 

 

Q５. 今後のかかわりに関して 

A  ・実践研究が終わった後の連絡先・費用の問題等どうなるのか。 

・提起的に活動しているイベント等はあるのか。 

・どこに行けばよいのか。 

・参加費は。 

 

 

１１０ 



 

 

 

超参加型音楽イベントMLAPでは、実施する際に必ずアンケート調査を実施しました。様々な方の参加を

見込んでいるイベントであることから、アンケートのデータのとり方の工夫として筆記による記入の他にも 

「楽しかった」「また参加したい」と感じたら、イベントが終わった出口で、紙で作成した花を籠に入れる

という方法を取り入れました。 

 

 

 

 

 

以下に示したブラフは、２０１９年度に実施したワークショップとシンポジウムを除いた、７つの超参加

型音楽イベントMLAPにおいて収集したアンケートを総合して集計したグラフです。被験者には、一般地域

住民、大学生、留学生、施設職員、利用者、保護者、障がいとともにある人などを含んでいます。 

「楽しかったか」という設問に対しては、「楽しかった」と「やや楽しかった」を含めて、94%、また、

「また参加したいか」という設問に対しては、「また、参加したい」と「やや参加したい」を含めて、89% 

という結果でした。 

 

 

次に示すグラフは、超参加型音楽イベントMLAPに参加した人を対象にした「他の参加者を意識した

か」という設問に対しての回答結果です。このプロジェクトは３年間実施しましたが、今年度はコロナ禍に

より超参加型イベントを実施する機会が１日だけだったので、１年目の２０１８年度と２年目の２０１９年

度のアンケート結果で  をしています。 

超参加型音楽活動MLAPそのものをダイバーシティである地域社会の縮図と想定し、そこで実施される

誰でも参加可能な音楽活動の参加を通して、MLAPPIESそれ れがそれ れの方法で音楽経験を楽しみな

がらいつの間にかインクルージョン経験を重ねる事で、例えば超参加型音楽会MLAPの参加者の中に、 

１１１ 

                        

参加したい

   

やや参加し

たい

       
    
 

とても楽し

かった

   

やや楽しかっ

た

   

  
   
  

共生社会を見据えた調査結果 
 



 

初めて会う人、年齢差がある人、性別が違う人、障がいとともにある人、外国の人がいたとしても、それほ

ど抵抗感なく、つまりあまり意識することなく繋がりを築くことを、音楽活動は可能にするのではないか、

という先行研究からの仮説に づき、この設問をアンケートの中に入れることにしました。 

結果は、１年目、「とても意識した」と「やや意識した」の合計５６％から、２年目は４６％へ減少し、

１年目、「あまり意識しなかった」「まったく意識しなかった」の合計が３３％、２年目は４１％に増加しま

した。 

 

 

 

 

 MLAPの音楽活動には、近くの人とグループになって参加する活動もあります。こちからMLAPPIESの

様子を見ていると、実際にそのような活動の場合であっても、とにかく誰であれ近くの人と一緒に笑顔で活

動を楽しんでいる様子が観察できます。このことは、MLAPの音楽環境の中では、普段の社会生活の中で背

負っている鎧は全く意味を持たず、MLAPPIES誰でもが、ただ音楽を楽しむ１人の人間となり得るというこ

とが言えるのかもしれませんし、それは参加者を解放感へ導いていくと考えられます。人は快と感じた経験

を再び経験したいと感じ、その行動の表出頻度が増加すると、MLAP が楽しいと感じてくれた MLAPPIES

はリピーターになってくれることも期待ができるのではないでし うか。 

 今回の調査では、ボランティアメンバーにも被験者になってもらったのですが、ボランティアメンバーは

役割として参加者を意識する、ということがボランティアからの発言でわかったことから、今後継続して調

査することがあれば、ボランティアメンバーは被験者から外す必要があることが解りました. 

また、可能な場合においては、参加者の行動の変化を記録するために定点による動画撮 を実施しました。

撮 された対象者が限られていたり、ほとんどの対象者がフレームから外れている事も多く、データをとる

ためには更なる精査が必要だと考えています。 

 

 

１１２ 

         
                        

  

  

 

  

  

  

 

  

     

                                  



 

 

 

超参加型音楽イベントMLAPにおいて、最適な障がい学習のプログラムを構築する手段のひとつとして、

今年度は意識的に「歌唱」「楽器」「身体」「鑑賞」の４つの音楽活動を必ず実施して、イベント終了後にどの

活動が１番良かったか、というアンケート調査を実施しました。以下の６つのグラフはそれ れのイベント

における集計の結果を表したグラフです。 

  

 

 それ れのイベントによって「１番良いと感じた活動」に差が出た理由としては、それ れの超参加型音

楽イベントMLAP参加者の年齢、性別、し好、環境といった様々な要因による  が考えられます。それ

らを踏まえた上で、調査を実施した超参加型音楽イベントMLAPの６つのイベント全ての調査結果を集計

したのが次のグラフです。 

         

  

調査の結果、「歌唱」「楽器」「身体」「鑑賞」の活動の中で１番人気があったのは、「楽器」の活動であった

事がわかりました。また、次に良かったと感じた活動は「身体」活動でした。この結果から考えられるのは、 

１１３ 

1番良かった活動

歌唱活動 楽器活動 身体活動 鑑賞 未回答

1番良かった活動

歌唱 楽器 身体 鑑賞 未回答

学習プログラム構築を見据えた調査結果 
 



 

おそらく「楽器」活動と「身体」活動が視覚的にも刺激があるからということから、参加者に何をする活動

なのかがわかりやすいという事がいえるのではないかと考えています。 

そして、「鑑賞」の活動の人気が 4位だったという結果からは、やはり超参加型音楽イベントならではの、

能動的な活動が、参加者には楽しんでいただけているのではないか、と考えています。 

 

 次のグラフは、今年度開催した７つの超参加型音楽イベント MLAP の参加者を年齢別で分けたものを 

 したグラフです。 

 

   

 

 「誰でも参加が可能である」事をキャッチコピーにしている超参加型音楽イベント MLAP らしく、オー

プンな環境で開催した音楽イベントの参加者の年齢層には特にばらつきがみられます。 

今年度の調査結果をふまえると、今後は、人気の高い楽器活動を中心に、しかしながら他の「歌唱」、「身

体」、「鑑賞」の３つの活動についても、幅広い年齢層の参加者や個性のある参加者ひとりひとりの多様なニ

ーズにできるだけ沿えるように、また、参加者には音楽活動の中でできるだけ沢山の種類の経験をしていた

だけるように、バランス良く、バラエティーにとんだプログラムの構築の調査を進めていきたいと考えてい

ます。可能であれば、より効果的な生涯学習プログラム構築の為に、超参加型音楽イベントMLAPにおける

プログラムの順番や活動全体のエネルギーダイナミクスと参加者のし好の相関関係についても調査を進めて

いければと考えています。 

 

 

 

 

 

１１４ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者対象音楽体験

ゆっくりんりん

りんりんりんくす

城南フレンドホーム

上牟田地域交流会

育成会交流会

上牟田保護者会

参加者年齢  

９歳以下 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 未回答



 

 

 

 

 

 

今年度熊本県で開催予定であった日本音楽療法学会学術大会が、コロナ禍の  で中止となったが、オン

ラインによる研究発表での開催が決まり、「あらゆる人に生涯音楽プロジェクト MLAP実践研究経過報告—

障がいとともにある人の多様な学習活動を総合的に支援するための超参加型の音楽活動を軸とした実践研究

－」が、研究発表として採択され、上記期間内においてオンラインでの発表となりました。日本音楽療法学

会での発表は、音楽療法士への MLAP の活動周知のみならず、MLAPPERS 発掘の場として考えているこ

とから、今回は、規定によりスライドを１０枚ほど提示するのみの発表だったことから「経過報告」としま

したが、近い将来に口頭発表が可能になった際に、改めてMLAPプロジェクトの魅力を伝えていくことがで

きればと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

１１５ 

あらゆる人に生涯音楽プロジェクト
     ムラップ）

                               
実践研究経過報告

～障がいとともにある人の多様な学習活動を総合的に
支援するための超参加型の音楽活動を軸とした実践研究～

日本音楽療法学会 研究発表特別大会

         ～          

押本恵・川   子・古賀 香・近藤 子・ 田佳代子・中田  ・野田恵美・松宮 美・米倉 裕子

日本音楽療法学会 2020年度研究発表特別大会 
 

実施期間：２０２１年２月２２日～２０２１年３月１５日     

場所：オンライン 

 



＜資料：アンケート用紙サンプル １＞ 

博多音楽療法コミュ二ティ LINKSによる超参加型音楽会 

超参加型音楽会＜MLAP (Music with Life for All)＞ 
 に関するアンケート 

 

本日は、博多音楽療法コミュニティ LINKSによる「超参加型音楽会MLAP」に 

ご参加くださいましてありがとうございました！是非、アンケートにご協力お願いします！ 

               
 
Q１.今回の【超参加型音楽会MLAP】は、楽しかったですか？ 

とても楽しかった     やや楽しかった    やや楽しくなかった     楽しくなかった 

                            

Q２.今回の【超参加型音楽会MLAP】に一緒に参加された人の中に初めて会った人、年

齢が離れている人、異性の人、外国の人、障がい者の人がいることを意識しましたか。 

とても意識した   やや意識した    あまり意識しなかった    まったく意識しなかった 

 

Q３.また【超参加型音楽会MLAP】に参加したいと思いますか。 

参加したい      やや参加したい      あまり参加したくない    参加したくない 

 

Q４. 今日は誰と来ましたか？ 

ひとりで     友人と     家族と（構成員：                    ）    

その他（                             ） 

Q５.年齢をお知らせください。 

９歳以下  １０代   ２０代   ３０代  ４０代  ５０代    ６０代  ７０代   ８０代以上 

  

♪今回の【超参加型音楽会MLAP】に対してご意見・ご感想など、ご自由にお書きくだ

さい！ 

（紙の裏もご利用ください！） 

ご協力ありがとうございました♪         博多音楽療法コミュニティ♪LINKS 

１１６ 



 

 

 

♪3年間の活動の中で培ってきた連携や経験をベースにして、これからも音楽療法の視点

から、障がい児・者の発 段階に応じた個人や集団を対象にした 音楽療法的アプロー

チ、集団音楽遊びなどを組み合わせ、専門家が障がい特性を生かす勉強会を重ね、

MLAP活動を支援するボランティアの養成を図りながら、年齢・性別・国籍・障がい

の有無などに関わらず地域住民の誰もが参加できるような生涯学習プログラムとしての

超参加型音楽イベントMLAPを実行する為のシステムの構築と人員体制づくりを進め

ていけたらと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１７ 

今後のMLAPの展開 

可能性 １ コミュニティ対象の超参加型音楽イベントの実施 

  ・実施場所の開拓 

  ・オープン型と同時にセミクローズ型も同時に実施 

（継続して実施、追跡調査） 

 

可能性 ２ コミュニティ対象の参加型音楽イベントの特定の参加者

の変化についての調査実施 

 

可能性 ３  ４つの要素（歌唱・楽器活動・身体活動・鑑賞）をどの よ

うに組み合わせて構成していくと生涯学習プログラムと

して有効に機能するのかを検証する 

 

可能性 ４  超 参 加 型 音 楽 イ ベ ン ト の イ ン ス ト ラ ク タ ー

（MLAPPERS） の発掘・トレーニング 

 

可能性 ５ 生涯学習プログラムとしての MLAP のために、様々な 

人たちとの連携を構築すること 

 



 

 

 

♪ グエンティミーリンさん（西日本短期大学社会福祉学科１年生） 

１．１２月クリスマス会参加の感想 

・みなさんの前に出て、踊ったり歌ったりするのは、ち っと恥ずかしかったのですが、 

  みなさんが笑顔になったり、拍手をして下さったりしたので、自信を持ってみなさんの前でパフォーマ  

 ンスをすることができました。 

・みなさんの笑顔が見られて、とっても楽しかったです。 

  とても楽しかったため、ぜひまた参加したいと思いましたのて、１月のMLAPも申し込んで参加しまし 

た。 

 

２．１月MLAP超参加型音楽会の感想 

・障がいがある方と初めて会って、最初はどんなふうに、どんな雰囲気で関わったらよいのか分かりませ 

 んでした。 

・障がいがある女の子と一緒に歌ったり踊ったりして、最後には笑顔で握手もしてくれて、とても嬉しか 

ったです。 

・みんなと一緒に音楽活動に参加をして、歌や踊り、手話、楽器などをしながら、みんなの笑顔を見られ 

て、とっても楽しかったです。 

・私はいつも高齢者施設でアルバイトをしているので、障がい者の方と交流する機会がなかったので、と 

ても勉強になりました。 

・歌、音楽は、優しい気持ちになれました。 

・日本の歌を私も練習して覚えたいと思いました。 

・私は社会福祉会ボランティアサークルの部長で、手話サークルの部員なので、もっと手話の歌を覚えた 

いと思いました。 

  これからも、もっと色々なボランティアに参加をして頑張りたいと思いました。 

  障がいがある方々が手話を上手にしていたので、びっくりしました。 

  私は、有名なパプリカの を手話で練習して、みんなと一緒に手話の歌をやりたいと思いました。 

  パプリカの手話をすれば、みんなが面白くなり、楽しくなるかなと思っています。手話を頑張りたいで 

 す。 

 

 

 

 

１１８ 

ボランティアの感想  -MLAPに参加して- 
 



 

♪ 西園幸佑さん 

（西日本短期大学在学中にボランティアで参加、現在障がい福祉事業所勤務） 

 

音楽ビートンのボランティアに参加して     

2018年 12月よりビートンのボランティアに参加した。 

初めは、子供たちとどのように接していけばいいのだろうかと考えた。 

回数を重ねていくうちに子供たちも私 ボランティアの様子を見ている事に気づいた。 

お互い少しずつコミュニケーションを取っていく事が出来たと思う。 

この音楽ビートンボランティアは私にとって貴重な経験になっていった。 

これから働いていく上で必ず役に立つと思う。 

多くの人が障がいがある人も私 と何も変わりない事を少しでも理解していけばより良い社会が出来ると

思う。 

私も少しでも伝える事が出来ればいいなと考えた。 

 

 

 

♪ 松岡優利香さん（高校生：中学・高等学校在学中ボランティアで参加） 

りんりんりんくす 

大きなホールでの活動だったのでビートンとは音の き方が全然違い、いつもは感じられないような臨場

感を味わうことができ、子供たちだけではなく保護者の皆さんや大人も楽しむことができていたと思いま

す。ステージに立っていたけどホールのみんなが楽しそうに歌ったり踊ったりしているのを見て私自身も

楽しかったです。 

 

ゆっくりんりん 

ご高齢の方々と一緒に懐かしい歌を歌ったり、りんりんりんくすとは違った楽器を使っての演奏ができて

初めて会った人とも交流できたと思います。りんりんりんくすと」違ったゆっくりなのでみんなと一緒に

参加することがむずかしいような子供でもじぶんなりのペースで楽しめたかと思います。 

 

ビートン 

子どもたちの成長を１年を通して感じられました。最初の頃は緊張してなかなか活動に参加できなかった

り部屋に入れなかった子どもでも活動を繰り返していくと部屋に入って一緒に参加できるようになって楽

器に触れたり、一緒に歌えるようになっていました。担当になるボランティアの学生さんは毎回違うけど

楽しそうに活動して笑顔で帰る姿を見ると参加してよかったなと思います。 

 

１１９ 



 

♪ 吉倉希衣子さん（社会福祉法人 玄洋会 昭和学園） 

 

１月MLAP参加ボランティアの感想です。 

初めて参加しましたが、総じて楽しかったなというのが率直な感想です。 

障害の有無や国籍、年齢に囚われず、参加者みんなで楽しめるのは音楽の魅力の一つでもあると思いまし

た。 

普段大きな声を出したり好き勝手に音を鳴らすのは良くないことだと言われがちですが、 

療育の中だとむしろ歓迎されて、自分を肯定してもらえる体験をすることができると思います。 

今回、ボランティアに参加したことで、音楽療法でどんなことをしているのか、 

それがどのように作用していくのかを知ることができて良かったです。 

どうもありがとうございました。 

 

MLAP活動を通して 

地域の人や障害を持つ人が共に参加できるドラムサークルやりんりんりんくすなどの音楽療法のボランテ

ィアに参加した。 

この活動は、好きな楽器を自由にたたいてならしてみたり、ボランティアの私 がバルーンを上下に動か

すとそこに入ったりしながら楽しんだ。 

地域の人や障害児者の人とのコミュニケーションを行う環境作りの一環でこれは、両者の共生社会で必要

な事だと考える。 

今後に活かせる活動だと思う。 

 

 

♪ 西日本短期大学学生 

拍手をもらって自信を持って前に出て踊りなどができるようになった 

 

 

１２０ 



 

 

 

♪ 福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課長 梶原 美穂 委員 ♪ 

 

私が MLAP の実践研究に携わったのは最後の１年間のみで、コロナ禍において実際の音楽活動に参

加することができなかったのが非常に残念でしたが、私自身、生涯学習について改めて学び、考える非

常に貴重な経験をすることができました。 

 

手をつなぐ育成会保護者会の下山会長をはじめ、音楽療法士でありコーディネーターの米倉先生、そ

の他多くの皆さんの MLAP の活動に対する熱意とコロナ禍においてもひたむきに活動を続けられてい

ることについて、いつも頭が下がる思いでした。 

 

障がいのある人も障がいのない人も楽しみながら生涯学び、自立（自律）し、豊かな心を育み、みん

なが自分自身とお互いを尊重し合う、共生社会につながる MLAP の活動が、今後、より充実し、普及

していくことを期待しております。 

 

今後の課題は、普及促進に向けた周知方法と財源確保だと思います。 

この３年間で作り上げたプログラムをより多くの場で活用してもらうための工夫と、今後の活動を継続

していくために必要な財源の確保について検討の必要があると思います。 

 

今年度で文部科学省の実践研究事業は一応完了という形になりますが、この３年間でできた繋がりを

大事にしながら、ともに考えていけたらと思っております。 

 

 

 

♪ 福岡市博多区保健福祉センター 福祉・介護保険課長 牟田 智佳 委員 ♪ 

 

音楽を通じて障がい者の可能性が広がる様子をたくさん目の当たりにして、驚きと感動と共に、生涯

学習が掘り起こす人間の底力に期待と希望を実感しました。さらに、指導者や支援者をはじめご家族や

地域の方々も、楽しみ、理解を深め、成長していくことを知り、是非とも身近な地域で広げ、継続して

いきたいと強く思いました。 

シンポジウムや報告会を通じて、一人一人が自ら「私もこういうことができますが、何か一緒に活動 

 

１２１ 

MLAP連携協議会委員のMLAPへの想い（３年間を終えて） 



 

することがありますか」と表明されたのは本当にうれしいことでした。 

障がい児・者やご家族の方たちが、もっと自分たちを知ってほしい、自分たちも一緒にやりたいと、

いろいろな活動に出かけていけるといいなと思います。 

 障がいや疾病等の有無に限らず、性別や年齢、国籍等、様々な違いや特性を互いに知り、認め、つな

がり、関係が続いていくことが、人としての尊厳にもとづく共生社会の実現につながると信じています。 

 

 

  

♪ 福岡市発 教育センター所長 諏訪原 佳子 委員 ♪ 

 

〇感想 

 「音楽は世界共通の言語である。」「音楽に国境はない。」という言 を耳にすることがあります。今

年度MLAPにかかわらせていただいて，それを実感しました。 

 障がいの有る無しに関わらず，生活していくうえで，自立し社会とつながることはとても重要です。

「つながる」と言 で言うと簡単ですが，実際はそうではありません。 

 MLAP では音楽を通して自信をつけること，周りとつながることができるということを示していた

だきました。音楽を通して，楽しさを共有し，体験を積み重ねていくことで，お互いを知ろうという気

持ちになり，そこからつながっていくのだと思います。 

 １年間でしたが，大変貴重な経験をさせていただきました。ありがとうございました。 

 

〇課題 

 今後，より多くの人に，まずは知ってもらうことが必要だと思います。そのためには，学校，公民館

など，地域を巻き込むこと，そして，動画配信なども活用し，誰もが参加しやすい環境を整備していく

ことだと思います。 

  

〇展望 

 あちこちで，MLAＰの活動が実践され，地域の中で障がいのあるなし，老若男女問わず，声を掛け

合うことができる，音楽を通してお互いを高めていくことができる世の中になってくれることを期待

しています！ 

 

 

１２２ 



 

♪ 福岡市保健福祉局障がい者部障がい企画課施策企画係長 氷室 剛 委員 ♪ 

 

１）総まとめ（感想）  

 音楽活動をテーマとした MLAP ですが、参加した障がいのある方々が楽器を鳴らし、声をだして、

いきいきと自由に体を動かし、楽しそうに音楽会に参加している姿が印象的でした。 

 障がいのある方、その家族、運営をされる方、支援をする方とさまざまな人が一緒に活動する場とし

て貴重な取組みになったと感じます。 

   

２）課題 

 このような取組みを、現実可能なものとして、どのように続けるのかが課題となります。 

経費がかかる取り組みになると継続性が難しくなりますが、音楽を取り入れるＭＬＡＰのような取組

みを地域のさまざまな既存の活動の中に取り入れ、実践していければ、いろいろな広がりができるかも

しれません。 

 

３）展望 

 「生涯学習」は生きがいづくりや社会参加を促す有効な手段として考えられます。障がいの有無に関

わらず、地域に住む誰もが気軽に参加できる「生涯学習」として広がっていくことを期待します。 

 

 

 

♪ 福岡市立屋形原特別支援学校長 日髙 徹 委員 ♪ 

 

１）総まとめ（感想） 

  下山さん、米倉先生はじめ最前線で実働をしていただいた協議委員の皆様やムラッパーの皆様、本

当にお疲れさまでした。３年間継続できたのは、皆様のおかげだと心より感謝しております。ありが

とございました。 

  さて、３年目となる今年度は、新型コロナの  で実働ができなかったこと、とても残念です。我々 

学校も青年学級の活動や高等部の学習に取り入れることができるのではないかと話題にしていただ

けに、実行できなくて残念です。 

  ３年目に実行できなかったことについては、今後の課題として、来年度以降具現化できるようにな

ればと思います。 

  コロナに泣かされた１年間でしたが、リモートや動画配信での取り組みができたのは、こういう状

況だったからではないかと、コロナ禍におけるプラスもあったのではないかと思っています。 

 

１２３ 



 

ＭＬＡＰのコンセプトは素晴らしいと思います。今後、一人でも多くの人にＭＬＡＰを知っても

らえるように、この活動が続くことを祈念しています。 

 

２）課題     

  ＭＬＡＰの活動や内容には大きな課題はないように思います。 

  ２年目の総括でもおはなししましたが、いかにしてＭＬＡＰをアナウンスするか、多くの人に知

ってもらえるかが、これまでの課題でしたし、今後の課題でもあろうと思います。 

  コロナ禍の中では難しいと思いますが、小さな集まりからでもいいので、できるだけ多くのリア

ル活動を行うことは大切だろうと思います。 

  また、動画配信等については、より多くの肩にアクセスしてもらえるように、チラシや各種お知

らせ等にアドレスやＱＲコードをこまめに載せると効果が期待できるのかなと思います。 

 

３）展望 

  ＭＬＡＰは体験してもらえば必ず輪が広がると信じています。 

  いかに多くの人に知ってもらい、体験してもらえるかが、今後の展望のカギだろうと思います。 

  ３年間関わったのも縁だと思います。微力ではありますが、何かお役に立てそうなことがあれば

お声かけください。 

  これからのＭＬＡＰの活躍と拡がりを期待しています。 

 

 

 

♪ 福岡市立東福岡特別支援学校長 野口 信介 委員 ♪ 

 

１ 総まとめ（感想） 

ＭＬＡＰは、音楽の持つ特性を最大限に生かしながら、参加者の実態に応じたイベントを実現するプ

ログラムを開発し実践を積んできている。このプログラムは、障がいのある方が音楽を楽しむ機会を得

られると共に、人と関わる喜びやスキルを身につけられるようにしていることに意義がある。また、参

加者の実態に応じて参加の仕方を選択できるため，障がいの有無にかかわらずイベントを構成すること

ができ、共生社会の形成に寄 できる活動となっていることにも価値がある。 

今年度は、コロナ禍における対応となったが YouTube配信等で活動のバリエーション、教材開発 

の可能性について検討するよい機会となった。社会性を培う上では、集合型で活動を共にすることが大

切であると思われるが、気軽に音楽に触れるという点では映像等の配信の効果は高い。今後は、個で楽

しめる活動と集団で楽しむ活動を有機的につなぐことで、より効果的なプログラムの構築が期待でき 

できるのではないかと考える。 
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２ 課題 

 参加者を増やす広報戦略、協力機関の開拓、行政との連携による安定した運営  

 

３ 展望 

 ・公民館との連携による活動場所や活動機会の拡張 

 ・生涯学習の観点から、卒後に繋ぐ学校における映像教材等の活用や体験活動の実施 

 ・行政と連携し行う、生涯学習の場の拡充 

 

 

 

♪ 福岡市社会福祉協議会ボランティアセンター所長 小山 浩俊 委員 ♪ 

 

１．感想、まとめ 

 MLAPの活動は、特に下記の点で、有効かつ意義ある実践であると感じています。 

 

① 「音楽」というツールの強みを活かした活動 

→言 や思考を越えて楽しむことができ、自然にそこにいる人と場を共有できたり、一体感を感じられ

る。 

 

② それ れの参加の仕方で、本人主体で参加ができる 

→参加者が評価をされたり、活動への積極的参加を強制されたりすることがない。また、音楽の上手・

下手などに関わらず誰でも参加ができ、自分なりの感じ方や表現が自由にできる。 

 

③ 「障がいのある人」と「障害のない人」それ れに変化をもたらす 

→「実際に関わり、一緒に何かを楽しむ」というかけがえのない経験を通して、障がいの有無に関わら

ずボーダーレスにつながれることが、MLAPの魅力だと感じています。活動に関わった学生が「活動

を通して障がい者のことを知り、考え方が変わった」と話していたことは印象的。障がいのある方も、

参加を通して表情や言動が変化していくなど、参加した人それ れに良い  ・変化がある取組み。 

 

④地域共生社会につながる豊かな取組みである 

→障がいのある方にとっては社会参加や豊かな地域生活へつながる機会になり、障がいのない方にとっ

ては障がいへの理解が広がる機会になる。また、活動の中で（希望をする人は）前に立って主役にな

れる場があり、「誰もが役割・出番のある社会」づくりにもつながっている。 
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２．課題 

・コロナ禍において、「直接の人と人との交流」が難しくなっていることは(他のボランティア活動等と

同様に)大きな課題です。動画配信など新たな工夫・活動によって、新たなアプローチもできた一方

で、集まることが難しくなり、MLAPの「良さ」「強み」を十分に発揮できない今の社会状況は大き

な壁になっていると感じます。 

・地域で暮らす多くの住民にとって、障がいのある人と関わる機会や、障がいについて知る機会はまだ

まだ少ないと感じます。そのような中で、MLAPの取組みには期待と可能性を感じていますが、活動

を維持していく 盤（実施メンバーの体制、活動資金、広報・周知など）が不安定であることもあり、

なかなか活動の場がうまく広がっていっていない面があると感じます。 

・地域共生の取組みとして広げていく上では、音楽療法の知識やノウハウ等に加え、参加者が「させら

れている」と感じないような適度な投げかけ・距離感で場をまわしていく配慮など、実践者に技術的

なスキルがかなり求められる活動であると感じています。実践の機会(回数やエリア)を広げていくの

であれば、活動を中心的に実践できるメンバーの育成が課題であると思います。 

 

３．展望 

ＭＬＡＰＰＥＲＳの中心メンバーが今後どのように活動していきたいと考えているか、その思いが一

番大切ですが、もし今後、地域の様々なところへ活動の場を広げていくのであれば、私 社協が持って

いる地域とのつながりを活かし、協力できることがあると思います。例えば、活動内容や超参加型音楽

会の開催の依頼を受けていることを発信するツール(出前講座のチラシのようなイメージ)を作成して

いただけると、私 も地域の方々に活動を紹介しやすくなり、実施の機会も広げていきやすくなると思

います。その他、ＳＮＳやホームページなどオンラインでの発信も今後は有効であると思います。 

 身近な地域に、ＭＬＡＰのような場が当たり前にあり、多様な人々が参加して自然に関わり合ったり

つながったりしている…そんな社会になれば良いと願っています。 

 

 

  

♪ 西日本短期大学社会福祉学科教授 一山 幸子 委員 ♪ 

 

１．総まとめ（感想） 

■ボランティア学生の感想 

１）MLAP参加者のみなさんの笑顔が見られて元気が出た 

２）人前に出て踊りなどをするのは心配だったが、みなさんから拍手をもらって、自信を持って前に

出て踊りなどをすることができるようになった  

３）障害がある方と初めて関わり勉強になった  

４）最初は緊張してどのように接したら良いか分からなかったが、子どもたちとビートンなどの体験

を重ねていくうちに、お互い楽しく参加できるようになった 

５）担当の子どもが踊って見せたり手を握ってくれたりして、とても嬉しかった  

６）もっと日本の美しい歌を覚えたいと思った  
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７）もっと手話の歌を覚えたいと思った  

８）とても楽しかったのでまた参加したい、 もっとボランティアに参加したいと思った  

９）MLAPでの和太鼓演奏は最高だった  

10）人の役に立つものならば、もっとたくさん頑張りたい、できることを増やしたいと思った  

11）就職してからも、この経験が活かせると思う  

 

■ボランティア学生の変化 

１）学生 は学びたい、色々なことを体験したい、知りたいと希望している。  

  したがって、MLAPの音楽体験、人との関わりが楽しい思い出となり  

自信を持つことができるようになる、学習意欲やボランティア意欲、やる気の向上につながっ

た。  

２）自分自身も「むらっぱー」になりたい、さらに「むらっぱーを増やしたい」という気持ちにな

り、自分だけでなく他のクラスメイトや後輩たちにボランティアはとても楽しいし勉強になるか

ら一緒にしまし うとメンバーを呼びかける行動が起こっている。  

  また、手話の歌を発表したい、手話歌の動画を作りたいなどという 新しいことに挑戦する力が育

っている。  

３）MLAPの音楽活動体験及びボランティア養成講座によって、学生 はボランティアを体験しなが

ら関わり方や障害等の知識・技術を学び体得していく。MLAPは、貴重な人間教育の場であると

考える。 

 

■ご近所応援団、地域の方々の感想 

１）MLAPに参加をして、誰でも楽しめる音楽活動を地域の活動 （ふれあいサロン等）でも、ぜひ 

 取り入れてやってみたい。（民生委員さんより）  

２）子どもが保育園の音楽発表会の練習で嫌な思いをしており、楽器がある集まりを見るだけで 

逃げたり泣いたりしてしまう。させられると感じると逃げて嫌がる。音楽は大好きなのに。 

MLAPの動画を見たりしながら少しずつ参加できたらと思っている。  

保育園にこそMLAPが必要ではないかと思う。（発 障害がある子どものお母さんより） 

３）動画を見て、オーシャンゼリゼに合わせた体操はユニークです。音楽は誰の心にも飛び込んでき 

て、人に活力とエネルギーを えてくれるものです。（元気塾 塾長さんより） 

 

２．課題 

１）MLAPを継続していくための場所、資金 

２）MLAPの周知方法 

３）MLAPにつながりたい人たちのつながり方 
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３． 展望 

１）MLAPの参加申込は、「福岡市手をつなぐ育成会保護者会」でできることを周知する。 

 手をつなぐ育成会事務局、Facebook、MLAP連携協議会委員、社会福祉協議会、公民館、西日本

短期大学他関係大学、ご近所応援団、福祉施設、学びあいネットなどからMLAPの情報を発信する 

２）福岡市・福岡県社会福祉協議会にボランティア登録をする 

３）誰もがつながることができるアプリを活用する（山本先生作成） 

 

 

 

♪ 西日本短期大学社会福祉学科助教 山本 恭大 委員 ♪ 

 

１）総まとめ（感想） 

今回、技術担当ムラッパーとして関わらせていただきました。 

3年のうち、最終年からの参加でしたがMLAPがコロナで進化する瞬間に立ち会えたと思います。 

YouTubeの活用や、映像素材としてのMLAPは、コンテンツとして非常にレベルの高いものだと思

います。 

MLAPの一番大切な根幹が現場での即興やリアルな反応にあると思いますがそこにたどり着くための

導入やきっかけとして YouTubeは相応しいと思いました。 

動画の編集を自宅で行っていた時に、年長の子どもが「はっろーこんにちは」と歌いだし 

「ムラップっていうんでし 、いつか行ってみたい」と言ってニコニコしていました。 

普段から、音楽にふれて、そこに参加してみたいと思う。まずは、だれでも親しめる音楽や身体活動

として、YouTubeで先行していくのも、一つの手段だと思います。 

 

２）課題 

MLAPの良さを広めるためには、リアルの現場は欠かせません。 

・理解のある施設 

・現場に行きたいボランティア 

この両方に対して、同時に協力してもらう必要があると思います。 

 

今、私が関わっている「スケッター 」という仕組みは、介護の現場とボランティアをマッチングする

サイトです。この、仕組みをうまく活用できれば、MLAPを広めることができると思います。 
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【例】 

施設は、「スケッター募集：音楽療法を用いたレクリエーションをおこないます。 

お手伝いの有償ボランティアを 5人募集します。費用は１人 2000円（交通費込み）」等募集を掛

けます。 

 

現場での音楽療法はMLAPERSが行います。 

 

もともと、スケッターに登録している人 が条件を見て応募してきます。その人たちは、音楽療法と

福祉に興味を持ったMLAPERSの原石のような人たちです。MLAPの活動に感動しないはずがあり

ません。 

 

実際、このようなボランティア募集から正職員への登用も多くみられているので関東や関西ではスケ

ッターは、口コミでじわじわと広まっています。 

 

３）展望 

オンラインサロンで活動費用を捻出しスケッターを使って、場所と人材を開拓していく。 

MLAPは、仕組みとして 2021年中にシステム化、法人化できると思います。 

 

 

 

♪ 地域生活ケアセンター小さなたね所長 水野 英尚 委員 ♪ 

 

「MLAP2020」の委員の一人として、関わらせて頂きました。 

「超参加型音楽活動MLAP」このネーミングを聞いただけで、なんだかわくわくと楽しくなるよう

な気がしています。 

この一年間はまさに「コロナ禍」にあり、私たちが支援する人口呼吸器等の〝医療的ケア〟のある

人たちにとっては、生死に関わる課題でありました。そうした中、MLAPの活動に参加することもま

まならず、委員として何もできないまま過ぎてしまいました。 

しかし、プロジェクトチームリーダーの下山さんや米倉さん、それ れの分野でスペシャリストな

委員の方により、実行力をもって進んで行かれる姿は頼もしい限りでした。 

「お互いを尊重し合える共生社会」の願いに向け、こうした取組みが今後は益々必要とされること

を思います。それ れの場所で、継続した活動となることを心から願っています。皆様、本当にお疲

れ様でした。そして、ありがとうございました。 
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♪ 福岡市立城南障がい者フレンドホーム生活指導員 清家 信二郎 委員 ♪ 

 

１） 総まとめ（感想） 

 本年は全く携わることができませんでした。 

 こうした中で、ひまわりの里での実施や、you tubeでの動画配信は目を見張るものがありました。

参加された方やご覧になられた方々は喜ばれたことでし うね。 

 創意工夫をされ、コロナ禍でもたたでは起きないMLAPの強さを感じました。 

 報告会にせめて参加させて頂けて良かったです。米倉先生はじめ発言者の皆様の内容が本当に素晴ら

しかったです。また何より会の組み立てが良かったですね。ご準備本当にお疲れ様でした。 

 

２） 課題 

 連携協議会が本年度で解散することになると思いますので、協議会の方々との関係性がこれまでより

は希薄になるだろうと思います。今後も第三者を入れた運営委員会等の定期委員会を開かれると良いの

ではないかと思われます。 

 

３） 展望 

 これまで３年間の種蒔き、いえ、20年以上の実績がおありですので、これまで同様地道に粛々とプ

ロジェクトを進めて行くことが肝要かと思われます。 

現在のコロナ禍での発展は極めて難しいことであると思いますので現実的ではありませんが、福岡市に

とってメジャーであるイベントに食い込んでいくことができればと思います。 

 例えば博多どんたくの特設舞台に出演するものです。仲間を募って出演すると良いのではと思いま

す。 

 ご存知かと思いますが、福岡観光コンベンションビューローのサイトで催事の一覧を閲覧できます。 

 

 

 

♪ 社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定共同生活援助事業  

早良ひまわりハウス施設長 竹内 巌 委員 ♪ 

 

MLAPについて 

 

（１）MLAP実施の中で参加できたのは、障がい者スポーツセンターで行われた交流会と昨年のシン

ポジウムでした。実践内容と理念についてシンポジウムを通して、その素晴らしさを再確認し

ました。 

 

（２）課題 

   コロナ禍で実践がしにくい状況の中、コロナ禍が落ち着いてもその実施していくことの大事さ

と大変さを感じます。 
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（３）展望 

   参加された方々の喜ぶ姿を拝見して、積み重なっていくことで定着していくのではないかと思

います。 

 

 

 

♪ 社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会指定障がい福祉サービス  

ひまわりパーク上牟田施設長 吉冨 孝史 委員 ♪ 

 

MLAPの活動について 

 

 ある一つの出会いが人を変える。それは人であったり物だったり、風から受ける刺激や、鼻孔をく

すぐる香りもそう。直接的に指、身体に触れることで得た感覚もそう。そして音楽もそう。 

 ある一つの出会いが人生を変えるきっかけになる。人を変えることは人生そのものにも深く  し

ていく。そんなある一つの出会いにより人生が豊かになる。人は生まれ落ちた瞬間から生涯を終える

までに様々な経験をしていく。その中で得たものを選択していき、自分らしさの人生を作っていく。

家族との何気ない会話や毎日食べる食事の嗜好もそう。そう音楽も選択する。 

少しずつ音楽に結び付けてきましたが、皆さんにぜひ一つの出会い、一つの経験の中にMLAPを感

じる機会を得て欲しい。 

私は障がい者施設に従事しています。ＭＬＡＰとは当事業所でのイベントで出会い、その後も法人

のイベントやクリスマス会など 2回、3回、4回・・・と経験を重ねる機会を得たとてもラッキーな

人間です。豊かな人生です。 

音楽療法とは音楽を通して身体的、精神的、認知的、社会的に  を えるものでひいては共生社

会の実現へもつながるものです。実際に私が体験した経験をします。 

まず、イベント前に「年齢層、障がい特性を教えてください。」とここまではうんうん。懐メロいい

よね。振付も運動になっていいよね。といったところでした。ところが次に「参加者の氏名を教えて

ください。イベント後、情報は返却します。」とのこと。そうです。個人個人が主人公になる場面があ

ったのです。中央に出て思い思いに選ばれた楽器を披露する。照れる方やときには勇ましく披露する

方も。なんて楽しいのだ。という雰囲気の傍ら、イベントを終えるまで不安を抱いていたのも事実で

した。 

なぜなら当事業所には視覚や聴覚に障害を持たれている方がいました。彼らは普段はとても穏やか

な方々です。ところが音楽活動をすると知った途端、人が変わったように険しい表情になり「私の障

害をしっていますか。今まで音楽で楽しいと感じたことがない。今回も期待はしていない。」と大きく

主張されたのです。私は顔では笑ってＭＬＡＰに「よろしくお願いします。」と丸投げで無責任に依頼 
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したのを覚えています。 

そんな方々もイベントの進んでいく時間の経過とともに心がほぐれ次に顔がほぐれ、最後には大き

な拍手をしてアンコールを求め、感涙までされました。 

2回目は身体全体で感じることのできる大きな太鼓の演奏や、また本人の年齢を加味した懐メロ手

話ソング等も取り入れてくださいました。言わずもがなのとりこになっていくご本人たちを悔しなが

らもとても満たされた気持ちで眺めていたのを思い出します。 

支援とはなん や。よりよい生活を目指してという大きな森のなかで暗中模索になっていた自分を

目の前の草花を見るよう立ち返らせてくれました。 

その後、当事業所の地域の方々との交流会にも来ていただきました。毎年実施している交流会でカ

ラオケ等を企画して交流という場を設けていたのですが、マイクの数の限界と交流の発想の限界を感

じていました。 

そんななか明るいトレードマークの赤シャツＭＬＡＰの登場です。当事業所の利用者は経験済みの

スーパースターＭＬＡＰ。地域の皆様も大盛り上がりで楽しんだことは言うまでもありません。共生

社会がそこにはありました。 

ある一つの出会いが人を変える。ＭＬＡＰの活動や対象の幅は限りなく、想いは皆が共有でき、な

おかつ皆が触れる機会を持ってほしいです。 

今後の展望としては体験者の求める思いが広まるのを期待するのは当然のこと、障がいのあるなし

の垣根を超えたものであり、公民館での活動や学校関係へのアプローチだけではなく、院内学級や乳

幼児、保育園へと触れる機会を広げていって欲しいです。音楽療法を体験する本人はもとより、同じ

思いをもつ方々が集うことで新たなる交流を生む第二の  も期待します。 

 

 

 

♪ DCFA協会員ドラムサークル福岡主催者 天野 英樹 委員 ♪ 

 

「なかなか参加できませんでしたが可能性を感じた 3 年間でした。できると信じれば、多分できるよ

うな気がします」 

 

 

１３２ 



 

♪ DCFA協会員ドラムサークル福岡メンバー 前田 かおり 委員 ♪ 

 

ＭＬＡＰの活動にて、一番に感じたのは、参加された皆さんの笑顔がとても生き生きしていたこと

です。 

垣根のない場所や活動を、音楽を通じて作りたいと言う思いがすごく伝わり、私も関わっているド

ラムサークルの世界と同じですぐに受け入れができましたし、ご一緒できたことは、とても良い経験

をさせていただきました。 

 

また二俣先生の貴重な学びの場も参加できましたこと感謝しております。 

 

 

♪ 音楽療法士 精神保健福祉士 近藤  子 委員 ♪ 

 

MLAP3年目を終えて…。 

 

日々、少しずつではありますが、私たちを取り巻く環境は変化しています。 

 

MLAP3年目は新型コロナウィルスの  で、これまでの当たり前とされていた事が出来なくなりま

した。様々な面で試されているのではないかと思う事もあります。しかし、試行錯誤しながらも

MLAPの活動を継続して頂いた事に感謝をしております。 

 

MLAPは障がいをもつ・もたないに関わらず、生涯に渡り音楽を通じて何気ない毎日が過ごせる。そ

んな素敵な取り組みです。 

 

私自身、十分にお役に立てず申し訳ありませんでした。 

このMLAPの活動に携わらせて頂き、ありがとうございました。 

 

 

♪ 学識経験者 日隈 富貴雄 委員 ♪ 

 

音楽が持つ可能性は明確だと思っています。１つの取組として MLAP があったと思います。中味が充

実して来ているけど周りに広がらない課題をどのように乗り越えるか。そこだけだと思います。支援す

る側も、障がいのある人の自立と言う視点をもっと持たないと、自分から楽しむ・参加する、と言う動

きには繋がりません。してもらっている、してあげている、の感覚が抜けないと、共に生きるになりま

せん。 

 

１３３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♪  間ありがとうござ

いました♪ 

♪お疲れ様でした♪ 

 

１３４ 

 



 

実践からの 

 

 

 

♪ 音楽療法士 押本 恵 さん ♪ 

 

コロナ禍の中で、音楽ができることを考えさせられた一年でした。リモートでも出来ることはありますが、

やはりその場に集まった人が、同じ きを感じ、その空間に一体感が生まれることが音楽療法の効果の一

つと考えています新しい生活様式とともに、もう一度音楽療法に求められることを見直していたいです。 

 

 

♪ 音楽療法士 川    子 さん ♪ 

 

本年度は自分の都合で参加できない事が多かったです。 

しかし、コロナ禍の中、リモートでの会議や動画作成などでソーシャルディスタンスを取りながら、話し

たり伝えることができる手段を学ぶことができました。 

 

 

♪ 音楽療法士 古賀  香 さん ♪ 

 

MLAPのプロジェクトが３年目ということで、生涯学習としての音楽を用いたコミュニティの広がりを期

待していました。しかし、状況は変わり、活動自体に制限がかかり、困難な面がたくさんありました。で

すが、ニーズがある分、形を変えてお届けできたのではないかと思います。また、この１年を次につなげ、

タイムリーな音楽でみんながつながり、共生社会実現しながら、私自身も楽しみながら、再び活動に参加

させて頂きたいです。 

 

 

♪ 音楽療法士 近藤  子 さん ♪ 

 

MLAPは３年目を迎えました。コロナウイルスの  で大きく状況が変化しました。その中でも、できる

事を模索し、取り組んで頂けた事に感謝しております。 

 

 

 

１３５ 

博多音楽療法コミュニティ LINKS 
 



 

♪ 音楽療法士  田 佳代子 さん ♪ 

 

今年度はコロナウイルスの  で、3 年目にして今まで行ってきたことを活かした活動を行うことが困難

であったと思います。 

その中でリモートでの会議や動画を用いた活動を提案するなど、今の状況ならではの活動を見つけること

が出来たのは、今後の活動を行う上で良い経験になったと感じました。しかしそれと同時に、やはり直接

会って相手の反応を直に感じながら活動を進める大事さについても改めて感じる事ができました。この 3

年間の経験を活かし、今後もそれ れのニーズに合った活動を展開していければと思います。 

 

 

♪ 音楽療法士 中田    さん ♪ 

 

MLAPに参加して、自分自身も楽しめた。その時その場にいられる参加者のために、即興的に内容を調整

することは大変なことだが、それもスムーズに出来たのではないかと思う。コロナ禍のため、能動的な活

動を控えざるを得なかったため、計画通りいかない方が多かったが、考え得る手段にて、代替できたので

はないかと思う。 

 

 

♪ 音楽療法士 野田 恵美 さん ♪ 

 

今年度は、参加することができませんでした。働いているところからの申し入れと、リモートになると家

の者が一緒にいるので参加が難しかったです。 

リアルタイムでの音楽活動が望ましいと思いますが、リモートでの音楽活動の方法ももう少し考えていく

必要があると思います。 

 

 

♪ 音楽療法士 松宮  美 さん ♪ 

 

今年度は参加することができませんでした。特別支援学校の現場の音楽もいろいろと模索する一年でした。

来年は何とか参加できたらと思います。 

 

 

♪ 音楽療法士 米倉 裕子 さん ♪ 

YES!  MUSIC!  YES!  LIFE!  YES!  MUSIC!  YES!  MLAP! 

１３６ 



 

 

 

 

 

 

  

 

１３７ 

 

 



 

 

 

 

第１回連携協議会 

日時：２０２０年 ６月 ２９日（月）１８：００～２０：００ 

場所：福岡市市民福祉プラザ ５０２研修室 

司会：下山 いわ子  

内容：今年度の活動計画について・実践研究３年目の目標 成について 

 

第２回連携協議会 

日時：２０２０年 １１月 ４日（水）１６：００～１８：００ 

場所：福岡市市民福祉プラザ ６０２研修室 

司会：下山 いわ子  

内容： 新委員紹介・シンポジウムについて・活動経過報告・実践研究経過報告・ 

本事業終了後について 

 

第３回連携協議会 

日時：2０２１年 1月 ７日（木）１４：００～１５：３０ 

場所：福岡市市民福祉プラザ 502・503研修室、オンライン、会場参加併用 

司会：下山 いわ子  

内容：シンポジウム報告・報告会について・文部科学省からの問い合わせの回答について・

今年度の実践報告・今後の連携協議会 

 

第 4回連携協議会 

日時：２０２１年 １月 ２５日（月）１８：００～１９：３０ 

場所：オンライン 

司会：下山 いわ子  

内容：実践や視察報告・モデル化したプログラムの確認・連携モデルの構築確認・報告書・

ポンチ確認・事業終了後についてまとめ確認・終了後も実践継続を可能にするため

の方策・報告会最終打合せ・事業終了後について 

          １３８ 

２０２０ 連携協議会開催報告 
 



 

 

 

 

 

米倉 裕子  MLAPコーディネーター・音楽療法士 

梶原 美穂  福岡市教育委員会教育支援部生涯学習課長 

牟田 智佳  福岡市博多区保健福祉センター福祉・介護保険課長 

諏訪原 佳子  福岡市発 教育センター所長 

氷室 剛   福岡市保健福祉局障がい者部障がい企画課施策企画係長 

日髙 徹  福岡市立屋形原特別支援学校長 

野口 信介  福岡市立東福岡特別支援学校長 

一山 幸子  西日本短期大学社会福祉学科教授 

山本 恭大  西日本短期大学社会福祉学科助教 

小山 浩俊  福岡市社会福祉協議会ボランティアセンター所長 

水野 英尚  地域生活ケアセンター小さなたね所長 

清家 信二郎  福岡市立城南障がい者フレンドホーム生活指導員 

近藤  子  音楽療法士 精神保健福祉士 

天野 英樹  DCFA協会員 福岡ドラムサークル主宰者 

前田 かおり  DCFA協会員 福岡ドラムサークルメンバー 

吉冨 孝史  社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会 

指定障がい福祉サービス ひまわりパーク上牟田施設長 

竹内 巌  社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会 

指定共同生活援助事業 早良ひまわりハウス施設長 

日隈 富貴雄  学識経験者 

山﨑 順子       知的障がいのある当事者 

牛丸 健児  知的障がいのある当事者 

下山 いわ子  福岡市手をつなぐ育成会保護者会長 

 

連携協議会構成員 
 



 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

２０２０年「障がい者の多様な学習活動を総合的に 

支援するための実践研究」参画事業 

—あらゆる人に生涯音楽プロジェクト— 

MUSIC with LIFE for ALL PROJECT 

M L A P 

（ムラップ） 

２０１８年度～２０２０年度 

障がい者の多様な学習活動を総合的に支援するための 

超参加型の音楽活動を軸とした実践研究 
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